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ごあいさつ

京都は，世界に誇る数多くの歴史遺産に恵まれた大都市であります。

市内の埋蔵文化財包蔵地には，年代ごとに幾層にもわたり積み重ねられ，

歴史の重みをもつ遺跡が数多く存在いたします。

このような埋蔵文化財は，我力:国の歴史や文化の成り立ちを知ることが

できる国民共有の貴重な財産であり，将来にわたって保存すべきものであ

ります。

近年，埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等による開発行為は，これ

らの埋蔵文化財に少なからず影響を及ぼしており，先人が残した埋蔵文化

財を引き継いだ私達は，その保存と開発との調和を図りながら，これを後

世に伝承していく責務力罰あると考えております。

本報告書は，平成11年度に本市が文化庁の国庫補助を得て実施した埋蔵

文化財調査の結果をまとめた概要報告書であります。調査のうち，試掘調

査は京都市埋蔵文化財調査センターカゴ実施し，発掘調査及び立会調査は，

財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託し実施したものであります。

結びに，今年度の各調査の実施に当たりまして，御理解と御協力を賜り

ました市民の皆様をはじめ，御指導と御助言を賜りました関係機関の皆様

に深く感謝申し上げますとともに，本報告書カゴ京都の歴史を知るための一

助として，お役に立てれば幸いに存じます。

平成12年3月

京都市文化市民局長

坪倉讓
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1本書は京都市文化市民局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、文化庁国

庫補助事業に伴う平成11年度の京都市内遺跡立会調査概要報告である。

2本書の編集は菅田薫、吉本健吾を中心に、加納敬二、近藤章子、長戸満男、西村洋子、平

尾政幸、モンペティ恭代、竜子正彦が調整・作成実務を担当した。

3各報告については文末に執筆者を記した。

4写真撮影は村井伸也と幸明綾子が担当し、遺跡の一部は調査担当者が行った。

5遺物復元・彩色は村上勉、出水みゆきが担当した。

6本書で用いた土壌色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』に

準じた。

7本書に使用した遺構の略記号は、奈良国立文化財研究所の用例に従った。

8個々の調査地での計測値は、宅地の場合は仮の「水準点」を±Omとし、道路の場合には現

行道路面を地表面（±Om)としている。なお、本書中で使用している方位および座標の数

値は、平面直角座標系Ⅵにより、標高はT.P.(東京湾平均海面高度）による。その際の測量

基準点は、京都市遺跡発掘調査基準点を使用し、調査地における測量基準点の設置は宮原健

吾力垳った。

9調査一覧表では各時代の「時代」は省略しており、調査日については簡略に記しているもの

もある。遺跡名は平安宮・京跡については、官衙・条坊を優先した。

10なお、本書を作成するにあたって、木簡の判読は井上満郎氏・西山良平氏・吉野秋二氏に、

瓦の分類・解釈は浅田昌久氏に御教示いただいた。記して謝意を表したい。

11本書で使用した地図は京都市長の承認を得て同市発行の都市計画基本図(縮尺:1/2,500)

を複製して調整したものである。

都市計画基本図は、縮尺を調整して以下のものを使用した。

平安宮・京跡図版1～138,000分の1(船岡山、衣笠山、花園、聚楽廻、御所、山ノ

内、壬生、三条大橋、西京極、島原、五条大橋、中河原、梅小路、京都駅）

その他の遺跡図版14～2810,000分の1(村松、岩倉、西賀茂、幡枝、三宅八幡、麿峯、

植物園、北嵯峨、宇多野、衣笠山、船岡山、相国寺、田中、大覚寺、鳴滝、

花園、聚楽廻、御所、吉田、太秦、山ノ内、三条大橋、岡崎、松尾、上桂、

五条大橋、清水寺、安祥寺、桂、京都駅、今熊野、山科、小山、岡新田、

中山、川島、吉祥院、上鳥羽、勧進橋、勧修寺、大原野、石見、寺戸、久

世、城南宮、竹田、大亀谷、醍醐、粟生、向日町、久我、下鳥羽、丹波橋、

桃山、石田、長岡、羽束師、横大路、中書島、木幡池、日野、神足、納所、

円明寺、淀）
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各報告の「調査位置図」5,000分の1

図1（御所）図2

図18（五条大橋）図23

図74（植物園）図81

図97（納所）図101

(御所）

(島原）

(花園）

(北嵯峨）

地区設定概念図

111

図15

図29

図86

(壬生）

(西京極、島原）

(中書島）
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I調査概要

（財)京都市埋蔵文化財研究所では京都市文化市民局の委託を受けて、京都市内の遺跡を対象と

した文化庁国庫補助事業による立会調査を実施している。本書では平成11年度概要報告として、

1999年1月5日から3月31日までの平成10年度分と、同年4月1日から12月27日までの平成11年

度分を合わせて報告する。調査件数は1999年1～3月期の平成10年度残り分が103件、4～12月

期が340件であった。京都市内を便宜的に地区分けした調査件数は下表のとおりである。

地区 98年度l～3月 99鞭4～12月 小計 地区 98年度l～3月 99年度4~12月 小計

平安宮(HQ) 19 71 90 南・桂地区(MK) 2 6 8

平安京左京(HL) 28 107 135 洛東地区(RT) 9 16 25

平安京右京(HR) 19 64 83 鳥羽地区(TB) 4 13 17

洛北地区(RH) 5 20 25 伏見地区(FD) 6 15 21

太秦地区(UZ) 3 4 7 長岡京地区(NG) 7 11 18

北白川地区(KS) 1 13 14 計 103 340 443

本年度の傾向としては平安京と重なる上京区・下京区などの京都市中心部では前年度までとほ

ぼ同数の立会調査件数であるが、近隣の山科区・左京区などでは昨年度に比べ約20%立会調査件

数の減少がみられた。また、阪神大震災以降耐震性のガス管や上水道の老朽化に伴った布設替え

工事も継続され、既設管の再掘削される箇所も多く、特に平安宮域では民家などの小規模開発が

大半で、掘削深度も浅く顕著な発見は少なかった。

遺跡別の調査件数は平安京・宮が308件、長岡京が18件あり、その他の遺跡では神宮寺跡、尊

重寺跡、北山蓮台寺境内、岩倉中在地遺跡、嵯峨セツ塚古墳群、上ノ段町遺跡、常盤仲之町遺跡、

広隆寺旧境内、法成寺跡、北白川廃寺、池田町古墳群、岡崎遺跡、延勝寺跡隣接地、尊勝寺跡、

得長寿院跡、中街道遺跡、松尾十三塚古墳群、革嶋館跡、灰方城跡、上里北ノ町遺跡、法興院跡、

法観寺旧境内、烏辺野、旭山古墳群、南日吉町遺跡、安朱遺跡、吉祥院竹尻城跡、深草遺跡、下

三栖遣跡、久我殿遺跡、深草寺跡・寺本城跡、淀城跡、小栗栖遣跡、法界寺旧境内、黄金塚1号

墳、金森出雲遺跡各1件、相国寺旧境内、聚楽第跡、岩倉忠在地遺跡、円宗寺跡・円乗寺跡、仁

和寺院家跡・村ノ内遺跡、田中構え跡、上終町遺跡、大塚遺跡、下鳥羽遺跡、醍醐廃寺各2件、

白河街区跡、中久世遺跡各3件、法住寺殿・六波羅政庁跡5件、北野遺跡・北野廃寺6件、植物

園北遺跡9件、烏羽離宮跡・烏羽遺跡10件、中臣遺跡・中臣十三塚11件、伏見城跡14件である。

本書では成果の良好な調査の中から11件についてその概要報告を行い、その他の調査は一覧表と

してまとめた。

古墳時代以前の遺跡では衣田町遺跡(98HR347)、植物園北遺跡(99RH18)、嵯峨セツ塚古墳

群(98UZ286)の調査を報告する。衣田町遺跡では弥生時代後期の竪穴住居と考えられる落込を
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検出しており、1980年調査の七条中学校検出の方形周溝墓とあわせ、注目できる成果を得た。植

物園北遺跡では古墳時代前期の竪穴住居を検出している。また、嵯峨セツ塚3．4号墳付近の農

道・用水路拡張整備工事では7世紀初頭の土擴を検出した。セツ塚古墳群は6世紀中頃から後半

にかけての古墳群であり、新たな知見を得た。その他、中久世遺跡では弥生時代中期の石包丁を

採集している。

平安時代以前の遺跡では醍醐廃寺・北野廃寺・長岡京跡などを調査しているが、当該期の遺構

の検出はない。

平安時代の遺跡は多くの遺構・遺物を検出したが、右京五条一坊六町(99HR44)、植物園北

遺跡(99RH18)、北野遺跡(99RH132)、嵯峨セツ塚古墳群(98UZ286)を報告する。右京五条

一坊六町の調査では「細工所飯騨×」と墨書された木簡が出土し、伴出遺物から平安時代前期に

比定できることから、文献資料では平安時代後期以降にあらわれる細工所の研究に貴重な資料と

なる。嵯峨セツ塚古墳群の調査では平安時代前期の南北方向の溝を確認している。先立って実施

した京都市埋蔵文化財調査センターの試掘調査でも同時期の遺構を確認しており、大覚寺の前身

の嵯峨院との関係が考えられ、当該地域での今後の調査に期待される。

中世の調査では左京六条三坊八町(99HL183)、長岡京跡(97NG384)の調査を報告する。左

京六条三坊の調査では、室町時代に比定できる樋口小路北側溝および築地内溝を検出している。

この調査ではヒトの頭骨、イノシシの下顎骨などが樋口小路北側溝に推定できる溝内から出土し

ており、平安京の調査でははじめての例となった。

近世の調査では左京四条二坊九町(99HL69)、伏見城跡(98FD394)と、京都御苑内(98HL

348．375，99HL125)の調査を報告する。京都御苑内の調査は京都御所、大宮御所・仙洞御所

での埋設管布設に伴う立会調査であるが、御所造営の変遷を考えるうえで貴重な考古学的成果を

得ている。伏見城跡(98FD394)では石垣の一部と瓦溜を検出した。当地は前田利家邸と平松八

右衛門邸の境界付近に推定でき、多量の金箔瓦が出土した。

条坊に係わる成果は多数得ている。前述の樋口小路のほか、左京で5地点、右京8地点の成果

を報告する。検出した遺構は大炊御門大路北側溝(99HL126．127)、三条大路路面(99HL321)、

四条大路北側溝と路面(99HL214)、春日小路北側溝(99HR124)、錦小路北側溝(99HR63)、

六条坊門小路北側溝(99HR54)、左女牛小路北側溝(98HR363)、東京極大路路面(99HL227)、

朱雀大路東側溝(99HL58)、皇嘉門大路路面(98HR369)、道祖大路路面(99HR91)、無差小路

西側溝(99HR198)である。

なお、本年度の立会調査の内、植物園北遺跡(99RH18)・北野遺跡(99RH132)･大炊御門大

路(99HL126･127)については工事中にもかかわらず施主・施工業者の理解により、調査に時

間を割いて頂きました。

（菅田薫）
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II平安京跡

l平安京左京北辺四坊二町、一条三坊十六町、四坊一・九・

十・十一・十四町(98HL348･375，99HL125)

調査経過（図1．2）

調査は、上京区京都御苑1．2番地

の京都御所・大宮御所・仙洞御所での

埋設管工事に伴うものである。当地は

平安京左京北辺四坊二町、一条三坊十

六町、四坊一・九・十・十一・十四町

に位置し、近世以降の御所・女院御

所・仙洞御所の敷地内にあたる。

調査は、京都御所の下水道工事が1

月26日から3月5日まで、電気配線工

事が2月22日から3月10日まで、仙洞

御所・大宮御所の上水道工事が7月15

日から8月24日まで行われ、御所・女

院御所・仙洞御所に関連する遺構を検

出した。

遺構（図3～8･10～14)
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図2大宮・仙洞御所調査位置図(1:5,000)
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ったと想定できる。この北側で立会調査巡回前に工事業者が多数の切石を掘り上げており、石の

間に割石をかませた石垣状のものが、東西2列あったとのことであった。この地点は、寛政期造

営(1790年）以前の宝永期造営(1709年）段階までの御所の南側築地推定部分にあたり、検出し

－

1

2

12

－13

14

卿
ヨ駁P百までの目

、嘉豊二

た板状の石と切石類はそれに伴う遺構と考えら

れる。出土した切石の大きさは、片方の端部の

一辺にずれ止めの幅0.1m、厚さ0.03mの突起

を施した長さ約0.8～0.9m、幅約0.46～0.5m、

厚さ0.46mの面取りした直方体が3個｡長さ0.8

～0.9m、幅0.41～0.48m、厚さ0.35mの直方

体が2個、この直方体の石の1個には端部に墨

書で丸に｢一｣が書かれている。その他長さ1.78

mで一方の端部が幅・厚さ共に0.46mでもう一

図3Nol遺構位置図(1:1,000)方の端部が幅・厚さ共に約0.25mの長方体が1

清涼殿

量構I 瓦
個、一辺が0.44mで高さ0.47mの四角錐が1個、

石敷の部分に使用されていたと考えられる長さ

0.83m、幅0.4m、厚さ0.1mの板状が1個、他

に0.6～1.2m大の不定形の石が7個である。こ

れらの石力罫長さ4～5m、幅約1m、深さ1.7

mの掘削工事の範囲から出土したのであるから、

かなり大きな石組の築地の基礎があった可能性

が指摘できる。

NO2の遺構

図4No2遺構位置図(1:1,000)
紫辰殿と清涼殿をつなぐ西北廊の縁石の部分、

西北廊部分-0.17mで幅0.95m、深さ0.24mの礫
〆～一ノー一一一へ-2-空ｧ宮ﾛー ﾉL2L塁､､室凶会_『ﾛ､､にb『二揺寺_ヱー『_八・ﾛ.､亜_

7

11

－0m

－－0．5
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を多量に含んだ溝状遺構を検出した。

埋土からは土師器、瓦片が出土してい

る。縁石より内側の回廊部分では、0

mで焼土混じりの層を検出しており、

嘉永の大火（1854年）の層と考えられ

、る。縁石より南では砂層を-0.08mと
Cm

-0.43mで、南へ2.15m地点の-1.30m厩到敷砂層豚痢溝状遺構厩調焼土層 -u.4drnL､.、用／、乙・lorn工巴,息(ﾉﾉー 1.duIn

lオリーブ褐色泥砂6にぶい黄褐色礫11褐色泥砂 で3層を検出した。これは紫辰殿の南
2にぶい黄褐色細砂7にぶい黄色細砂12褐色砂泥

3にぶい黄褐色泥砂8灰黄褐色粗砂礫13にぶい黄褐色細砂
庭の敷砂と考えられ、敷砂を破壊せず

4黒褐色粗砂礫9暗褐色泥砂14褐色砂泥

5灰黄褐色砂泥10暗褐色泥砂15黄褐色泥砂
盛土して造営を行っていたと仮定すれ

図5NQ2遺構断面図(1:20)
ば、-0.08mの砂層が安政期(1855年)、

－4－



11”
幸守

上▲

図(1:500)

-0.43mの砂層が寛政期、-1.30mの砂層が宝

永期造営の層と想定できる。

NO3の東西溝

宜秋門の北側にある団体休所東側の通路部

分、-0.57mで幅0.4m、深さ0.35mの石組の

東西溝を検出した。側石は0.2～0.45m大で

一段のみを確認、底石は0.45m大で厚さ0.2

mと大きなものである。側部・底部とも石の

間が大きく開いている。溝の埋土からは土師

器が出土している。ここは、宜秋門から参内

できなかった位の低い大名などが清所門から

入り通る地点で、この付近には番所が置かれ

塀と木戸が設けられていた。この塀と木戸の

位置は造営の度に位置を変え、検出した溝の

位置は、寛政期造営の塀と木戸の位置にあた

り、この施設に付随する溝と考えられる。

仙洞御所・女院御所

NO4の遺構

No4の-0.2mで幅O.5m･深さ0.45mの石

と漆喰で作られた東西溝を検出した。側石は

花崗岩と砂岩の0.2m大で二段を確認、石と

石の間を漆喰で固めている。底部は漆喰のみ

で0.08mの厚さで固め、板状に敷き詰めてい

る。検出地点から0.8m南の-0.4mで幅1.10

m、深さ0.6m以上のグリ石が密集した築地

の基壇と考えられる土擴を検出した。この地

点は現在の大宮御所と仙洞御所の境界にあた

るが、寛政期造営の御指図では建物部分にあ

たり、安政期造営か、それ以後の境界築地と

それに付随する溝と考えられる。

No5の南北溝

NQ5の-0.1mで幅0.3m、深さ0.21mの石

組の南北溝を検出した。側石は花崗岩の0．2

m大で一段のみ、底石は0.1m大で厚さ0.05

mの平石を敷き詰めている。花崗岩がほとん

卿

XI6Nc

No.3東西溝

-0m－

現代盛土

1

2

3

－

褐色粗砂

褐色細砂

にぶい黄褐色泥砂

4褐色砂泥

5灰黄褐色粘土

6にぶい黄褐色泥砂

7にぶい黄褐色粗砂

8にぶい黄榿色細砂

9褐色泥砂

１
２
３

No.4東西溝
－－

0 m

＆
2黒褐色泥砂

3にぶい黄榿色No.5南北溝
－

現代盛土 0m

一
一

3 一一一
一
一

一一一‘.....－一一一一一一一一

lにぶい黄褐色泥砂

2褐色泥砂

3褐色泥砂

050cm

－－弓

図7石組溝断面図(1:20)
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どであるが砂岩が1個混じっている。この地点

は宝永．寛政期造営の御指図によると仙洞御所

建物群の一番東の御文庫の東端にあたり、検出

した溝は御文庫の雨落ち溝に想定できる。

No.6の路面

御所の西側の道路、-0.2mのバラス直下から

-0.85mまで、路面およびそれに伴う整地層を

検出し、11面の路面を確認した。この地点は平

安京の東洞院大路にあたる力ざ、-1.0mで幅1.0

、

１
ｋ

1

1

1

１
１
１
１
１
１
１

1

1

1

1

図8No.5遺構位置図(1:1,000) m、深さ0.1m以上の江戸時代の土壌を検出し

ており、上層は江戸時代以降の東洞院通の路面であることがわかった。土壌からは大量の土師器

と貝殻・炭など力罰出土した。

遺物（図9）

すべてNo.6の江戸時代の土壌から出土したものである。(1～6)は土師器皿。(1･2)は口

径が6.5cm･7.5cmと小型の皿で底部の中央が盛り上がっている。(3～6)は口径が10.1～10.4

cmと大型の皿である。(7)は下半が欠損した土師器の脚付きの皿で、皿部は手づくねのような

粗い作り、脚部と皿部との接合部は指オサエが明瞭に残り、胎土も含め全体に粗製な作りである。

まとめ

今回の調査では、御所で宝永期造営の南側築地に伴う遺構、紫辰殿と清涼殿をつなぐ西北廊部

分で溝状遺構、同地点では寛政期造営と、宝永期造営の可能性をもった紫辰殿の南庭の白い敷砂、

また宜秋門付近では寛政期造営の塀と木戸に付随する東西溝を検出した。仙洞御所・女院御所で

は安政期造営以後の境界築地とそれに付随する東西溝、宝永・寛政期造営の御文庫の雨落ち溝を

検出した。（吉本健吾・竜子正彦）

＝ヱフ， 壱一三哀：

ここソョ 室ミ

更弄＝フヨ

Z=LF-|一Fc"
図10N0.2溝状遺構（束から）図9No.6出土遺物実測図(1:4)
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図llNo.1石敷（西から） 図12No.3東西溝（南から）

図13No.4東西溝（東から） 図14No.5南北溝（南から）
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平安京左京四条二坊九町(99HL69)2

調査経過（図15）

調査地は中京区六角通油小路西入越後町185

番地に所在し、堀川通と六角通の交差点から25

m東に入った位置にある。1999年5月26日から

6月3日まで調査を行い、平安時代から中世に

かけての遺構の遣存状態は良くない力罰、池状遺

構から江戸時代の遺物が良好な状態で出土した。

遺構・遺物（図版29、図16･17)

敷地の北西部の-1.65mで江戸時代の落込の

北肩を検出した。落込は規模が幅0.7m以上、図15調査位置図(1:5,000)

深さ1.45mで、底面は地山の砂礫層に達し南側へ向かって深くなり、池状を呈していた。埋土は

上下2層に分かれ、上層は砂泥粘質層、下層は水分を多く含んだ泥土層である。

下層の泥土層からは、土器類と多量の木製品が出土し、土器類としては土師器皿、陶器捨鉢、

染付椀、白磁椀、焼塩壺、木製品では漆器、曲物、下駄、板状木製品、木片があり、特に漆器の

椀・皿・膳が、木地は軟弱な状態であった力罰、良好に残存していた。

(1．2)は土師器皿で、口径は11.1cm(1)、10.8cm(2)である。(1)は底部内面に布目

痕が残る。（3）は白磁椀で、丸い体部に強く外反する口縁がつく。釉はやや青みを帯び、全面

に細かい貫入が走る。高台内面だけが露胎である。（4～6）は染付椀で、口径が10.2cm(4)、

10.4cm(5)、11.2cm(6)である。(7)は丹波系の播鉢で、6本一単位の橘り目を施す。胎土

－ －，

仁戸8
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6
〆

一一

’

｢1，
》
鍔
、
認

グ
ー
Ｉ
、
、

皇~湾
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rI－I
－

0

E

図16出土遺物実測図(1:4)

20cm
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は榿色を呈する。底部外面の端部に3箇所の目跡力罫残り、位置から計4箇所と思われる。（8．

9）は焼塩壺で、蓋（8）は内面の布目痕をナデ消し、身（9）は体部外面にヨコナデを施し内

面に布目痕が残る。蓋のほぼ全面と身の内面から口縁端部にかけて、赤褐色から赤榿色を呈する。

胎土は灰白色で砂粒が多い。

(10～13)は漆器類で、(10)の椀は、変形しており口径・器高は不明であるが、高台径は5.5

cmである。内面は赤漆地で、外面は極暗褐色の漆地に赤漆で文様を描く。(11･12)の皿は(11)

力訂口径は11.0cm、器高は3.1cmあり、内面が赤漆で外面は黒漆の地に赤色とオリーブ黒色の漆と

金泥で文様を描く。（12）は内外面とも赤漆地で体部外面に黒漆で松の文様を描く。（13）は脚付

きの膳で隅部分の一部である。膳部分の縁と脚の端部が欠けている。脚は四隅だけに付く。膳の

上面力苛赤漆で、それ以外は黒褐色の漆地である。

まとめ

出土遺物から考えて、池の下層の時期は江戸時代前期後半ごろと比定される。この時期に当地

に屋敷を構えていたのは、江戸時代前期の絵図を参考にすると、前期前半代は永井信濃守と瑞蓮

寺、前期後半代は福知山藩三万二千石の朽木伊予守の名前が記載されている。時期と場所を考慮

すると、調査地は瑞蓮寺と朽木伊予守力ご想定される。出土した漆器類は寺あるいは大名の食事の

膳と椀・皿のセットと考えられ、当時の華やかな生活の一端力ざ垣間見られる。（竜子正彦）

図17落込（南から）

－9－



S平安京左京六条三坊八町(99HL183)

調査経過（図18）

京都市立修徳小学校跡地の南部に京都市消防

局によって耐震防火水槽が新設されることにな

った。同校跡地は左京六条三坊八町の南西部に

該当するが、この調査区の北側では京都市保険

福祉局による施設建設に伴う発掘調査が進行中

で、古墳時代から江戸時代にかけての遺構・遣

物が多数検出され、当地における遺跡の遺存度

の高さが確認されていた。当然隣接した今回の

防火水槽設置予定地でも同様の状況が予想され、

水槽分の直径約9.Omの狭い範囲ではある

が、十全な調査の必要性が認識された。しY

=i崇韓一雨しLロ』生

図18調査位置図(1:5,000)

が、十全な調査の必要性が認識された。しY=-21,916m Y=-21,912mY=-21,908m

かし、水槽設置予定地が進行中の調査の現

場事務所の出入り口に近接した位置にあた

るため調査作業の支障になること、さらに

工期の関係でこの北側の調査終了直後に開

始予定の建設工事により同校跡地北東部に

ある既設の防火水槽の撤去力：決まっており、

設備の性格上、それまでには新設の水槽が

完成している必要があることなどの条件が

八町南限

~一一

卿 3m

プロ〃為しLv4つ4zj,＝〃‐α〕つL－e′みこvノ木･I~r〃・ 図19遺構平面図（1：150）

あり、調査期間をできうる限り短期に設定

せざるを得なかった。ただ水槽設置予定地

が敷地南端に位置し､八町南限推定位置にミヨニZ=

欝蔑M駕蹴駕江ｱ?＝
臺農易閨皇農壹亡二三一屋茎曇閨菫竜画三
遺構の確認を主眼におき調査を実施するこ＝弓＝;
とにした。 ～§マョニス%

一遺構・遺物（図19～22）

調査対象地にはかって小学校の水泳プー

ルがあり、その基礎撤去により予想以上の

深さまで破壊が及んでいた。しかし、コン

クリート片などの混じった整地土を除去し

O10qn

岸印

図20SD3出土遺物実測図(1:4)
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た地表下約2.0mで樋口小路北側溝および内溝と思われる東西方向の溝2条(SD3、SD4)の

ほか近世後半の井戸や土擴などを数基検出した。室町時代前半以前の遺構については調査区北側

で鎌倉時代の遺物包含層を認めたほか明瞭なものは検出できなかった。また大半の遺構が上部を

著しく削平されており、詳細は不明である。2条の溝はいずれも16世紀前半に位置づけられるが、

出土土器類の比較からSD3の廃絶力：やや早いと思われる。遺物はSD3の土師器のほかSD4や

SKlからも同様の土器類が出土している。SD3からは、土器類のほかほぼ完全なヒトの頭蓋骨、

イノシシの下顎骨、イヌの歯や肢骨など力罰出土した。

まとめ

検出した溝2条は位置的に見て樋口小路の北側溝および内溝と思われるが、いずれも室町時代

後期に属するものでそれ以前の時代の条坊関連遺構については不明である。隣接する北東部の調

査では平安時代の町尻小路の側溝や路面が数時期にわたり確認されている力ざ、この調査区ではそ

うした状況は認められなかった。（平尾政幸）

図21調査区全景（西から） 図22SD3頭蓋骨出土状況
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4平安京右京五条一坊六町(99HR44)

調査経過（図23）

調査は、中京区壬生松原町53－4番地でのマ

ンション建築工事に伴うものである。当地は平

安京右京五条一坊六町の東側中央部に位置し、
註1

調査地北側の1986年の立会調査では平安時代前

期の遺物を含む北東から南西方向に西肩をもつ

池沼状堆積を検出している。この遺構の続きが

今回の調査で検出されると考えられた。

調査は、5月10日から20日のうち5日間行わ

れ、前述の遺構に関連する平安時代前期の遺物

を含む池状堆積を検出した。

遺構（図24．25．28）

調査地の基本層序は、NO1では、-0.4mで耕

作土、-0.6mで灰色砂礫層、-0.9m以下で黄褐

色砂礫の地山となる。No2では、-0.47mで耕

作土、-0.72mと-1.02mで中・近世の包含層と

考えられる層、-1.15mで池状堆積、-1.57m以

下は暗褐色砂礫の流れ堆積となり、掘削深-1.84

mまで地山は確認できなかった。

検出した池状堆積は、調査地の中央から西側

では全域に広がっている。NQ3で検出した東肩

は、北東方向へ続いていることが確認できた。

埋土は2～3層に分かれるが、出土した遺物は

図（1：5,000）
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に
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剛

図23調杏位置
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図24遺構位置図(1:1,000)
出土した遺物は

Y=-23,430m

l北
Y=-23,428m

l
-H:28.00m

壁1灰褐色砂泥（耕作土）

2明褐色砂泥

3灰黄褐色泥土

4灰褐色泥砂

5灰褐色泥土

6暗緑灰色泥土

7灰褐色砂礫

8暗緑灰色泥土

9黄褐色砂礫

10褐色粗砂

麗調池状堆積
Er~EI地山

1
1

H：27.00m－

0 1m
→

図25No.3遺構断面図(1:40)
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上層も下層も時期差のない平安時代前期の土師器皿、須恵器杯・甕、黒色土器椀、瓦、木製品(木

簡等）が出土している。

遺物（図版29、図26．27）

（1～7）の遺物はNQ2の池状

堆積層から出土している。（1～

5）は土師器である。（1）は皿

で口径が14.4cm、外面がヘラケズ

． 二 2

亥<ヨー_－－‐_上＝害言二′′'3

g_g
ﾘ、内面にヨコナデを施している。

'01ノ＋圭一ブﾐ､両猩-J,§1Qハハーん（志

6 ｰ一一一一一
20cm

(2）は蓋で口径が18.Ocm、外面

にはヨコケズリの後に往復するへ 図26No2出土遺物実測図(1:4)

ラミガキを施す。（3～5）は杯で、（3）は口径が12.6

c、と小型で、口縁端部が外反し、同内面に沈線がめぐり、

内外面に強くヨコナデを施している。（4）は口径が15.4

cmで、外面にヘラケズリを施し、全面に煤が付着してい

る。（5）は口径が13.8cmで、外面の底部から体部にか

けて指オサエが残っている。（6）は須恵器の壷の底部

で、体部外面に煤が付着している。

腰
ム
稀
則
甑
鮎

丈
烹

－－

I
、 7

（7）は木簡で、残存長が8.lcm、幅2.2cm、厚さ0.2cm

ー
あり、上端は尖り下部は焼損している。両面に墨書があ

る。釈文は以下のとおりである。図27木簡実測図(1:2)

．「細工所飯騨×

．「大原

表は長岡京跡出土の木簡の例からみて「蝉」の後に「升」が続くものと思われるが、裏は上端

から約3cmで「大原」が始まり、その下は黒変し、また定型がなく文字が続くかどうかは不明で

ある。共伴する土器は9世紀前半のものである。

まとめ

今回の調査では、平安時代前期の遺物を含む池状堆積が調査地の西側で全域に広がり、中央部

南側から北東方向に東肩が続いていくことが確認できた。調査地北側の立会調査で検出した平安

時代前期の遺物を含む北東から南西方向の西肩をもつ池沼状堆積と同じものと考えられ、池状堆

積力:調査地中央部から幅約6mの流路状の形状で北東方向に続いていくことが確認できた。この

部分が池のどの部分にあたるかは不明であるが、池に流れ込む遣り水の部分、池の肩が入り組ん

でできた入江の部分、島と肩の間の部分などが想定できる。

池状堆積で出土した木簡「細工所飯建×」は、長岡京左京二条二坊六町の溝SD1301で出土し
註2

た木簡「考所飯騨升」などと同じ形式の請飯文書と考えられる。細工所という名称は、平安時代

前期の文献からは現れてこないが、『類聚三代格』、『延喜式』などに内匠寮の中に工人の一種と

－13－



して細工の名が現れており、細工所は細工人たちの工作所と考えることができる。調査地の右京

五条一坊六町の地が細工所であるとは断定できないが、この地が内匠寮の施設および内匠寮に関

係する人物の邸宅跡と想定することができうる。（吉本健吾・竜子正彦）

註1

註2

久世康博「主要な出土遺物｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報』昭和61年度京都市文化観光局

1987年

『向日市埋蔵文化財調査報告書第十五集長岡京木簡一図録(解説付)』向日市教育委員会1984

年

図28No.3断面（南から）

－14－



5平安京右京七条二坊二・三・六・七・十・

衣田町遺跡(98HR347)

十一町 西市跡．●

調査経過（図29）

調査は、西大路通と御前通間の七条通の北二

本目と三本目の道路の水道管埋設工事に伴うも

のである。当地は平安京右京七条二坊の中央部

に位置し、三・六町は西市にあたり、二・七・

十一町は西市の外町に位置し、また工区の西側

を除く大半が衣田町遺跡にあたる。

調査は、1999年1月26日から開始し、本管掘

削工事の終了する3月2日まで実施した。調査

の結果、弥生時代の竪穴住居と考えられる落込

と西大宮大路西側溝を検出した。

遺構・遺物（図30～34)

調査地の基本層序は､-0.24mで耕作土､-0.38

mで褐色砂泥の地山となる。Nolの弥生時代の

竪穴住居と考えられる落込やNo2の西大宮大路

西側溝は、いずれもこの地山を掘り込み成立し

ている。

落込は、NQ1の-0.14mで西肩を検出し、東

に約1m確認したが、東肩は確認できなかった。

埋土からは弥生時代の壺力罫出土した。

雛

調卿潮因剛照円羽日f~PFES
図29調査位置図(1:5,000)

卿

Ｆ
』
純

’
’
’
’
一

土 からは弥生時代の壷が出土した。図30NO1遺構位置図(1:500)

西大宮大路西側溝は、NQ2で西肩を検出し、
北壁1暗褐色砂泥

東へ2.3mの地点で東肩を検出した。深さは、 2褐色砂泥
Om

現代盛土 3褐色砂泥

この地点の工事掘削深力笥0.54mと浅く、底部ま－14褐色砂泥
5褐灰色粘土

6灰黄褐色粘土

7灰黄褐色砂礫

畷蕊詞竪穴住居

、咽地山

では確認できなかった。埋士からは平安時代の

土師器高杯、須恵器壺力;出土した。この西側溝

の東肩からさらに東へ0.25mの地点で落込の西
01m

肩を確認した。堆積は砂礫層の流路状となり、－－－剴

西大宮川に関連する遺構の可能性も考えられる。 図31NQ1遺構断面図(1:40)

まとめ

今回の調査区は、地山の検出面が-0.38mと浅く、ある時期に削平された様相がうかがわれる。

また粘土層の地山も、いたる所で流路状の砂礫層で寸断されていたが、弥生時代の竪穴住居と考

えられる落込と西大宮大路西側溝が検出できた。

－15－



衣田町遺跡に関連する調査では、1980年の七

条中学校の発掘調査で方形周溝墓を2基検出し

ているが、竪穴住居の検出例はなく、今回のNo.

，の落込が竪穴住居であるならば初例となろう。

また西大宮大路西側溝は、検出幅力罰2.3mと

大路側溝計画幅の1.2mよりかなり大きくなっ

ており、溝の中心線は西大宮大路西側築地心の

推定線より東へ約2.6mに位置している。

（吉本健吾）

１
１

１

’’
500)

南壁
0m

現代硴土

1

三ワー
J

－－0．5m
－－￥－‐､---‐----－一一一・一‐－－‐－－‐‐－＝→－－‐‐－－－‐

耕作土

灰黄褐色砂泥（西大宮大路西lllI洲）

褐色砂泥（地山）

O 1m
Ii－111 ‐こき

１
２
３

図33No.2遺構断面図(1:40)

図34No.2南北溝（北から）
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6平安京大路・小路の路面および側溝

調査経過

1999年の平安京における大路・小路の推定地における路面および側溝の検出は26箇所を数えた．

しかし、その内の半数以上は、近世以降の遺物が出土するか、遺物を含まない遺構である。平安

時代から鎌倉時代前期の遺物を含む遺構は12箇所であり、溝が11箇所、路面が1箇所であった。

検出した溝は､側溝推定線上に検出されたのは4箇所(大炊御門大路北側溝・朱雀大路東側溝・

四条大路北側溝・西大宮大路西側溝)のみで、その他は築地推定線上で検出したものが3箇所(無

差小路西側溝・春日小路北側溝・左女牛小路北側溝)、道路上で検出したもの力欝4箇所（東京極

大路・錦小路北側溝・皇嘉門大路・道祖川）であり、推定線と違う様々な地点で検出している。

しかし、埋土には平安時代の遺物が含まれており、平安時代当時に推定とは違う溝が存在してい

たことをうかがわせており、今後の課題となるものばかりである。この章では5章で記述した西

大宮大路西側溝を除<10箇所と時期不明の六条坊門小路北側溝を記述した。

路面は5箇所記述しているが、平安時代の遺物が出土しているのは三条大路の路面のみである。

他は側溝に伴って検出した3箇所（東京極大路・四条大路・道祖大路）と同じ調査区内で検出し

た1箇所（皇嘉門大路）であるｶ：、いずれも遺物は出土せず時期は不明である。

遺構断面図の遺構・地1l｣は以下の通りである。

［二コ溝・河川函路面函築地［Ⅲ、柱穴匿到地ll」

図35右京二条三坊八町内南北溝（南から）

－17－
ユ0

図36皇嘉門大路路面（南から）



大炊御門大路北側溝（左京二条四坊七町99HL126･127図37～39)

No.1の-1.3mで幅1.65m、深さ0.93mの東西溝を検出した。さらにNo.2でも-1.15mで幅1.5m、

深さ0.36mの規模で延長部を検出。大炊御門大路北側築地推定線から溝の心までNo.1で約2.8m、

No.2で約2.5mであり、北側溝と考えられる。埋土からは平安時代後期から末期の土師器Ⅱ、白

土器高杯・椀、瓦器椀、緑釉陶器、白磁、青磁椀、滑石製鍋、瓦が出土している。No.lの側溝の

JL」 北側では約3mの幅で高まりが見られ、さらに

約2mに渡って深さ0.2m程のくぼみが確認さ

れた。この高まりが築地、くぼみが内溝と想定

することもできるが、断定はできなかった。ま

た南側でも-1.1mで褐色微砂層を検出する力罰、

路面と特定することはできなかった。

(竹屋町通）

大炊御門大路

図37No.1．2遺構位置図(1:500)

：
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図38No.1遺構平面・断面図(1:50) 図39大炊御門大路北側溝（東から）

朱
雀
大
路Ｉ
L－ 」’ 朱雀大路東側溝（左京三条一坊二町99HL

58図40～42)

No.3の-0.41mでにぶい黄褐色砂礫の地山を

切って、幅0.8m以上、深さ0．59mの落込の西

肩を検出した。その落込を切って、-0.9mで幅

1.23m、深さ0.26mの土擴を検出した。上層は

攪乱を受けている。土擴の埋土からは平安時代

の土師器、須恵器、瓦が、また落込からは平安

時代の瓦が出土している。朱雀大路東側築地の

推定線から土擴の心まで約4.7mあり、落込。

（
千
本
通
）

l

I|
I

I

l祭
I批

N｡3LH 灘トトナ
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南
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落
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Ｌ

(御池通）

図40No.3遺構位置図(1:50())
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土擴は2時期の東側溝と考えられる。しかし、出土した遺物の量が少なく、また落込の方は瓦の

みの出土であるため、2つの遺構の時期差の特定はできなかった。

また、No.3の西側では路面に関する遺構は検出できなかった。

、
ｍ
５
０

０

１

ｍ１

－
搾

一
綴
塗
識
蕊

北壁

ル
鐸

〆
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ｍｌ
ｌ
ｌ

《
Ⅱ
Ｕ
Ｉ
－
ｌ
Ｉ

l灰黄褐色泥砂

2にぶい黄褐色泥砂

3にぶい黄褐色砂泥粘質

4にぶい黄褐色泥砂

褐灰色砂礫

灰褐色粗砂

にぶい黄褐色砂礫

０
６

図41No.3遺構断面図(1:50) 図42朱雀大路東側溝（南から）

三条大路路面（左京三条二坊五町99HL321

No.4の-0.57mと-0.69mで路面を2層検出した‘

層は1Ocm大の石と須恵器甕の破片や瓦を敷き詰

めて路面を形成している。下層はにぶい褐色砂

泥の地山である。この地点は三条大路にあたり、

下層の路面は、敷き詰められていた遺物力罰平安

時代のものであるので、平安時代以降の路面で

図43～45）

上層は砂泥に礫を多量に含む層であるが、下

■■■■■■ー
－－|Ⅱ■■■■■■1■■■

－」'一

(三条通）

（
堀
川
通
）

あると考えられる。

No.4の北側では近世の攪乱を受け、三条大路

北側溝および築地は検出できなかった。なお、

300m西の99HL24の調査では側溝推定線上に近

世の東西溝を検出している。

佳定線
■■■■■■ ■ー

図43No.4遺構位置図(1:500)
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図44No.4遺構断面図(1:50) 図45三条大路路面（北から）
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東京極大路路面および溝（左京三条四坊十三町99HL227図46～48)

No.5の-1.6～1.85mで路面を4層検出した。また、その下層-1.9mで幅0.5m以上、深さ0.65m

の南北溝を検出した。埋土からは平安時代後期から末期の土師器皿・高杯が出土している。この

南北溝は東京極大路の中央に位置し、この溝を側溝と仮定すれば、平安時代後期から末期には大

ハ
’
路の幅は半分であったことになる。1996年の右

註

京一条四坊の発掘調査で、西京極大路力罰法金剛

院に占有される形で推定の半分の幅で検出され

ている。No.5に関しても、大路の東側には平安

時代に京極寺があったと推定されており、寺に

よる占有でこの地点に東京極大路の東側溝が形

成された可能性は否定できない。

註小松武彦他「平安京右京一条四坊・法金剛院

境内」『平成8年度京都市埋蔵文化財調査概

要』（財)京都市埋蔵文化財研究所1998年
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図46No.5遺構位置図(1:500)/
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図47No.5遺構断面図(1:50) 図48束京極大路路面および溝（北から）

四条大路北側溝および路面（左京四条三坊十

三町99HL214図49～51)

No.6の-1.17mで幅1.63m、深さ1.16mの東

西溝を約2mに渡って検出した。埋土からは平

安時代末期の土師器皿が出土している。この溝

の南側では、-1.17mで暗褐色砂泥とオリーブ

褐色微砂の路面を2面検出した｡北側では､－1．1

mで黄褐色砂泥と暗灰黄色砂泥の整地層を検出

している。これらは四条大路北側溝・路面・築

地の整地層と考えられる。
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南北溝の北肩の部分に-0.9mで幅1.07m、深さ0.7mの室町時代の土師器を含む土擴を検出し

ているが、これも東西溝の可能性力ざあり、溝であれば室町時代の四条通の北側溝と考えられる。
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図50No.6遺構断面図(1:50) 図51四条大路北側溝および路面（西から）

無差小路西側溝（右京一条四坊十二町99HR198図52～54)

No.7の-0.85mでにぶい黄榿色砂礫の地山を切って、幅1.5m、深さ0.3mの南北溝を検出した。

埋士から平安時代後期の土師器皿を検出している。この地点は無差小路西側築地の推定線上に位

置するが、西側溝と思われる。

No.8の-0.62mで褐灰色微砂の地山を切って、

幅0.35m、深さ0.22mの柱穴を検出した。この

地点は無差小路東築地の中心に位置し、築地の

柱穴と考えられるが、埋土からの遺物を確認す

ることができず時期は不明であり、断定はでき
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■
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ない。 築
地
推
定
線

一条四坊十二町の邸宅地内では、-0.89m以

下で平安時代中期の遺物（土師器皿）を含んだ

池状堆積（深さ0.6m以上）を検出している。
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図53No.7･8遺構断面図(1:50) 図54無差小路西側溝（南から）
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春日小路北側溝（右京二条三坊七・八町99HR124･104図35･55～57)

No.9の-0.44mで灰黄色粘土の地山を切って、幅2.45m以上、深さ0.3mの東西溝を検出した。

埋土からは平安時代中期の土師器高杯、須恵器甕、褐釉陶器が出土している。この地点は、春日

小路北側の築地線上に位置し、また幅約2.5m

以上とかなり大規模であることから、北側溝力訂

氾濫等で両肩が崩れ広くなり、築地位置まで侵

食したものと考える。

二条三坊八町の邸宅地内では、No.10の-0.43

mでにぶい黄色砂泥の地山を切って幅0.5m以

上、深さ0.2mの南北溝の西肩を検出している。

埋土から平安時代中期の土師器杯・高杯が出土

している。他にも時期不明の南北溝1条、柱穴

3基、井戸1基を検出している。
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図56No.9･10遺構断面図(1:50) 図57春日小路北側溝（西から）

錦小路北側溝（右京四条二坊六町99HR63図58～60)

No.11の-0.31～0.56mで平安時代前期の遺物を含む暗褐色砂泥層を西方向に約11mに渡って検

出した。下層は灰黄褐色微砂の地山である。こ

の地点は錦小路北側築地線から約4m南に位置

し、包含層は北側溝と考えられる。溝の埋土は

2層に分層でき、遺物は下層から多量に出土し

た。出土遺物は土師器皿・杯・高杯・甕、須恵

器壷・鉢、緑釉陶器皿・椀、瓦で平安時代前期

である。

四条二坊六町の邸宅地内では、-0.15～0.6m

で中世の遺物（土師器Ⅲ、陶器甕）を含んだ池

状堆積を検出している。
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図59No.11遺構断面図(1:50) 図60錦小路北側溝（北から）

図61～63）六条坊門小路北側溝（右京六条一坊十町99

No.12の-0.69mで幅1.55m、深さ0.43mの東

西溝を検出した。六条坊門小路の北築地の推定

線から溝の心までが3.8mに位置し、北側溝と

考えられる。しかし、溝の埋土からは遺物力葡出

土せず、時期の特定はできなかった。この溝は

同じ調査区の西端、No.12より西へ16.8mの地点

(No.13)でも溝幅1.7mで検出しており、延長部

が確認できた。六条坊門小路の北側溝の推定線

に17mに渡って明確に検出できたので、時期不

明の溝であるが報告することにした。
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図61No.12･13遺構位置図(1:500)
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図62No.12遺構断面図(1:50) 図63六条坊門小路北側溝（西から）

皇嘉門大路に伴う溝および路面（右京七条一坊六町98HR369図36･64～66)

No.14の-0.6mで幅0.84m以上、深さ0.37mの東西溝を2mに渡って検出した。埋土から平安時

代前期の土師器皿・杯、須恵器壺・甕ｶﾞ出土した。この地点は皇嘉門大路の束築地推定線より西
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へ1.5～3.5mに位置し、築地に平行する南北方

向ではなく、東西方向であることから、築地内

の邸宅から大路側溝への排水の溝が想定できる。

No.15の-0.56mで路面を検出している。この

地点は皇嘉門大路の道路内である力罰、路面から

遺物が出土せず、時期は特定できなかった。

また皇嘉門大路東側溝推定線上に平安時代以

前の幅4.8m以上の南北流路を検出している。
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図66No.14．15遺構断面図(1:50)図65皇嘉門大路に伴う溝（束から）

左女牛小路北側溝（右京七条二坊八・－'一町98HR363図67～70)

No.16の-0.8mで平安時代の遺物包含層を東西方向約8mに渡って検出した。この地点は左女牛

小路北側築地から約1m南に位置し、包含層は北側溝と考えられる。溝の埋土は3層に分層でき、

遺物は中層から出土した。出土遺物は土師器皿、灰釉陶器である。

No.17の-0.62～0.83mで平安時代の遺物包含層を検出した。下層はにぶい褐色砂礫の地山であ
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(花屋町通）

図68No.17遺構位置図(1:500)図67No.16遺構位置図(1:500)
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る。この地点は左女牛小路南側築地から約1m南に位置する力釘、包含層は南側溝か内溝と考えら

れる。溝の埋土は粘質で土師器皿、須恵器蓋が出土した。
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図69No.16･17遺構断面図(1:50) 図70左女牛小路北側溝（南から）

道祖大路路面および道祖川（右京七条二坊十三

No18の-1.05mで路面を切って幅0.6m以上、ボ

からは平安時代から鎌倉時代の土師器皿、瓦器

鍋、平瓦が出土している。この肩は道祖大路東

築地から西へ9mの地点に位置し、落込は道祖

大路の中央を流れていた道祖川の東肩と考えら

れる。路面の層は0.05mの厚さで緩やかに東へ

傾斜している。路面から遺物は出土していない。

下層は暗オリーブ色微砂の地山である。

（吉本健吾・竜子正彦）

(右京七条二坊十三町99HR91図71～73)

て幅0.6m以上、深さ0.25mの落込の東肩を検出した。 落込の埋土
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図71No.18遺構位置図(1:500)

図73道祖大路路面および道祖川束肩（南西から）
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図72No.18遺構断面図(1:50)
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IIIその他の遺跡

1植物園北遺跡(99RH18)

調査経過（図74．75）

本調査は、北区上賀茂岩ヶ垣内町100番地で

行われたマンション建築工事に伴う立会調査で

ある。

1999年4月14日、基礎工事の際の掘削断面の

観察により、竪穴住居と思われる落込が良好に

遺存していることが明らかになった。このため、

京都市埋蔵文化財調査センターおよび施工業者

との話し合いにより、工事を一部中断して遺構

が残存している範囲について調査を実施するこ

ととなった。

竪穴住居は2箇所で確認し、1棟は敷地北西

角の西側境界断面(NQ1)で検出し、実測調査

に留めた。もう1棟は敷地北西部の独立基礎の

中間部(No2)で検出した。調査は4月15日に

工事業者側の重機によっていわゆる地山面まで

の土層を排除・搬出し遺構の調査を行った。

調査地は、弥生時代から古墳時代を中心とし

た植物園北遺跡の中央部のやや東寄りに位置す

る。近辺の主要な調査では、北側の1990年度調
註

査で古墳時代前期の竪穴住居9棟と平安時代後

期の掘立柱建物などを検出している。

遺構（図75～77．79．80)

層位は現代盛土層、耕作土層、遺物包含層、

地山となる。現代盛土層は0.06～0.1m、耕作

土層は0.25mの厚さをもち、遺物包含層は褐色

砂泥で平安時代の土師器Ⅱ、須恵器壺を含み、；

》
q■■

蕊 =EMil

図74調杏位置図(1:5,000)

一一一一一一一一一一一一■一一一一一一一

図75遺構位置図(1:1,000)

砂泥で平安時代の土師器Ⅱ、須恵器壷を含み、約0.15mの厚さで北側へ行くと耕作土層に削平さ

れている。地山は上層は褐色砂泥で0.36mの厚さをもち、下層はにぶい黄褐色砂礫である。平安

時代の遺物包含層までを重機により除去した。

－26－
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図76NQ1遺構断面図(1:40)

Nolの竪穴住居

敷地の北西角の西側境界の断面で確認したもので、標高72.13mで幅4.1m以上を検出した。南

側を現代攪乱土擴、中央部を平安時代の土擴で削平されており、住居の形状は不明である。検出

面から床面まで約0.25mあり、床には入れ土を施した形跡は認められず、地山を平坦に掘り込み、

そのまま床として利用している。住居北壁から1.45m南の地点にある掘込（幅0.18m･深さ0.15

m)は、柱穴になる可能性をもつ。また同じく住居北壁から3.08m南の地点にある掘込（幅0.31

m・深さ0.07m)には焼土がみられ、上層に炭が含まれるところから炉と考えられる。周壁溝は

北側でのみ検出し、幅0.17m、深さ0.07mである。埋土からは古墳時代前期の土師器甕が出土し

ている。

NO2の竪穴住居

敷地北西部の独立基礎の中間部で検出した竪穴住居は、すでに四周を基礎工事で標高70.9mま

で削平を受けており、住居の南壁以外はすでに失われていた。

住居の形状は南壁が直線であることから方形と考えられる。規模は南北3.9m以上、東西4.3m

以上である。検出面から床面まで約0.2mあり、NO1の竪穴住居と同じく床には入れ土を施した

形跡は認められず、地山を平坦に掘り込み、そのまま床として利用している。柱穴・炉跡などは

検出できなかったが、南壁の付近で貯蔵穴と考えられる掘込を検出した。東側はすでに壊されて

おり、部分的な検出である。掘込の0.15m西側には周壁溝から北へ1.1m伸びる幅0.15m､深さ0.05

mの南北溝がある。周壁溝は南側でのみ検出し、幅0.1～0.16m、深さは床面から0.05～0.07m

である。埋土からは古墳時代前期の土師器甕・壷・高杯などが出土している。

平安時代の遺構

平安時代の遺構はNo2の竪穴住居を切って溝が1条、NQ1の竪穴住居を切って土擴を1基検出

している。溝は幅1.0m、深さ0.15～0.4mで、西から東へ深くなっている。底部には0.1～0．15

－27－
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図77NQ2竪穴住居平面・断面図(1:50)

m大の石が多量に含まれ、遺物は平安時代の土師器甕・高杯、須恵器甕などが出土している。土

擴は幅0.93m、深さ0.32mで逆台形を呈する。これも東西溝の可能性がある。埋土からは平安時

代中期の土師器Ⅱ、須恵器、緑釉陶器椀、瓦などが出土している。

遺物（図版29、図78）

遺物は整理箱に3箱出土した。古墳時代の土器には内容としては土師器甕・壺・高杯・器台・

小型丸底土器がある。（1～7）はすべてNo.2の竪穴住居から出土したものである。(1)は壺で、

外面はハケメ、内面は頚部の直下から指オサエ。（2～4）は甕で、（2）は体部外面をハケメ、

内面の頚部の直下まで横方向のケズリを施す。（3）は内面を全面横方向にハケメを施し、外面

はヨコナデで口縁部の一部に横方向のハケメが残る。（4）は内面の頚部から下を横方向にケズ

リ、それ以外の部分はヨコナデを施している。（5）は小型丸底土器で鉢形をしている。外面は

ナデを施してあるが、内面は磨滅していて不明。底部外面が黒変している。（6）は器台で脚部

の端部が欠損している。受部は外面を横方向にミガキ、内面はナデ調整。脚部は外面を斜めにミ

ガキ、内面は中ほどを横方向にハケメを施している。脚部の中央部に3箇所、外側から丸く穿孔

している。（7）は高杯の脚部で外面は縦方向にミガキ、内面は中央部の一部を横方向にケズリ

－28－
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図78出土遺物実測図（1：4）

を施し、中央部に3箇所外側から丸く穿孔している。胎土は（3．5）が榿色で精良、その他は

灰白色で砂粒が多い。

まとめ

今回の調査では、古墳時代前期の竪穴住居2棟と平安時代の溝1条、土擴1基を検出した。竪

穴住居は北側の1990年度調査で検出した古墳時代前期の集落の一部になると考えられる。

（吉本健吾・竜子正彦）

註高橋潔「植物園北遺跡」『平成2年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化財研究

所1994年

図80No.2土器}}}土状況（北から）図79No.2竪穴住居（東から）
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2北野遺跡(99RH132)

調査経過（図81．82）

本調査は上京区一条通御前西入西町所在のマ

ンション建設工事に伴う遺跡調査であり、1999

年7月19日から29日にかけて実施した。

調査地点は北野遺跡の南東部に属しているが、

西側の北野廃寺（常住寺）とは紙屋川を挟んで

隣接し、また平安京右京北辺二坊四町の北で、

一条大路と西堀川小路の交差部から約80mと近

接しているところから、各遺跡の関連遺構が交

錯して残存する地域に位置している。

調査所在地は1990年11月9日に試掘調査(90

RH25)を実施した地点と同一敷地内で、調査

では平安時代の南北溝、柱穴などが検出された。

今回はこれらの遺構を完掘し、さらに関連遺構

の有無を確認することを目的にして実施する運

びとなった。

調査では2箇所に調査区（1．2区）を設け

た。1区は試掘3トレンチで検出した南北溝の

追認調査、2区は試掘1トレンチ検出の柱穴の

延長部の確認調査を目的に設定した。調査面積

は、1区が35m@(東西7m×南北5m)、2区が

15m2(東西2.5m×南北6m)、計50m@となった。

図81調査位置図(1:5,000)

遺構（図83～85） 図82調査区配置図(1:1,000)

調査地の現地形は今出川通に面した北側間口から南側敷地内にかけてやや急な勾配で低くなっ

ており、落差は約1m以上を測る。標高では北側の2区北端が60.3m、南側の1区南端力ざ59.1m

で、調査区間でも落差1.2mを測る。

基本層位は1区では厚さ0.1～0.2mの盛土、次に近代の積土と考えられる厚さ0.1～0.4mの暗

オリーブ褐色泥砂層が堆積しており、以下の標高58.8m(地表下0.3～0.5m)前後に江戸時代か

ら平安時代までの遺構面が残存していた。遺構面では平安時代の整地層と考えられる暗褐色泥砂

層が西側に、黄褐色粘質土層が東側にみられた。地山は標高58.5m(地表下0.6～0.8m)から現

われ、標高57.8m(地表下1.3～1.5m)までに明黄褐色粘質土層、以下に黄褐色砂礫層が堆積し

ていた。2区では最上層に上記の現地形を形成する厚さ0.3～0.6mの盛土が観察され、この急勾

配の造成は比較的近年のものと思われる。以下に厚さ0.2m前後で暗褐色砂泥層が堆積し、標高
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図841区全景（束から）

図852区全景（北から）

59.3～59.4m(地表下0.5～0.8m)で黄褐

色泥砂層面（地山）となる。遺構はこの地

山上面で検出した。

遺構の残存状況は遺構数が少ないながら

も比較的良好であるが、l区の検出状況な

どから考えて遺構成立面はかなり削平され

たと推測される。

遺構はl区で平安時代の溝1、掘込7，

近世の溝状遺構3．5、土壌、ピットなど、

2区で室町時代の建物7、ピットなど、合

わせて14基を検出した。以下、時期の古い

主な遺構から順を追って概述する。

溝1(1区）は南北方向の溝で、長さ4.3

m、幅3.2m、深さ0.5mを検出した。断面

は浅い皿状を示し、北壁断面から推定する

と幅は3.7mになる。底部は北から南に向

けて落差0.1m前後、傾斜角1｡20'で低く

なっており、方向は東に10.程振れていた‘

溝内の中間層位では水の流れた痕跡と考え

られる褐色細砂の水平状の堆積や、土器の

貼り付いた様な出土状況力訂認められたこと

から一時期の底部であると判断され、ここ

､、溝lは開削時期を含め3時期に区別できまでの上層部を溝1-1、下層部を溝1-2として扱い、溝lは開削時期を含め3時期に区別でき

ると判断した。平安時代前期の後半代の遺構であるが、溝1-1は後半代末期、溝1－2はこれよ

り一時期古い様相を示していた。溝内中央では幅約0.6m、深さ0.4mの小溝（溝1-3)を併走

する状態で検出した。断面は箱形を示し、底部の南北落差は約0.3m、傾斜角3｡59'、方向の振

れは約5．であった。この小溝は水流の調整を目的にした溝と推測される。

掘込7(1区）は溝1西肩部で検出した小規模な掘込群である。遺構の性格力ざ明らかでなく、

溝1との関連性も想定されるが、別遺構として扱った。溝lと同様平安時代前期後半代の遺構

である。

建物7（2区）は3基の柱穴を検出した。建物本体の南西隅部の柱穴と推定された。柱穴は径

0.5m前後、深さ0.2～0.3mの規模で、10～20cm大の礎石を伴っていた。柱間は東西1.5m(五尺)、

南北2.1m(七尺）であった。室町時代後期の遺構である。

溝状遺構5(1区）は調査区西壁沿いに南北方向の東肩部だけ長さ4.7mを検出した。底部は

未検出であるが、探索棒で確認したところによれば深さは検出面下約0.7mであった。桃山時代
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の遺構で、位置関係から御土居の内溝の可能性が想定される。

溝状遺構3（1区)は調査区東壁沿いに南北方向の西肩部から底部にかけて長さ4.3m、深さ0.1

~0.3mを検出した。底部は北から南に向けて落差0.3m前後、傾斜角3｡59'で低くなっており、

肩部の方向は溝1とは逆で、西に約10°振れていた。南東隅では溝1-3に類似した水流調整用と

考えられる小溝を部分的に長さ0.5m、幅0.3m、深さ0.2mで検出した。江戸時代後期の遺構で

ある。なお、調査の終了段階で断ち割って確認したところ、西肩部から約1.8mの位置で一部分

ながら東肩部を検出した。

遺物

出土遺物は整理箱にして約1箱分に相当する。大半が平安時代前期の溝1出土遺物で、他に室

町時代後期から江戸時代後期にかけての遺物が少量出土した。

溝1出土の遺物内容は平安時代前期後半代の土器類であり、土師器（杯・皿・椀・高杯・甕)、

須恵器（杯・椀・鉢・壷・甕)、黒色土器（椀・甕)、白色土器（椀)、緑釉陶器（椀・皿)、灰釉

陶器（椀・鉢・皿・壷）など、この時期の基本的な各器種各器形がほとんど出土しているが、そ

の中に須恵器の短頸壺（薬壺）などがみられ、溝1の遺構の性格をやや特徴づけている。溝1－

1は後半代末期（平安京II期新段階)、溝1-2はこれより一時期古い様相（平安京II期中段階）

を示していた。

まとめ

平安時代前期後半代の南北溝（溝1）について検討しておきたい。溝1はその規模から考えて

も大型の部類に入る区画溝と判断されるが、周辺部でこの時期の関連した遺構としては当地点か
註

ら北西90m程に位置する北野廃寺第12次調査で検出された遺構があげられる。この遺構は常住寺

の東限と推定される築地状の土壇とこれに伴う内外溝で、溝の規模は外溝が幅3.6m､深さ0.8m、

内溝が幅2.1～2.6m、深さ0.5mである。外溝の規模は今回検出した溝1の規模とかなり類似し

ている。

現在、北野廃寺（常住寺）の東限は紙屋川以西と推定されている。この現状では溝1を断定的

に位置づけることは難しいが、遺構の規模や性格、遺物の時期や様相、地理的な位置関係などか

ら溝1は常住寺に関連した遺構であると推定される。従って紙屋川より東側にも常住寺の寺域が

拡がっていたことが想定され、本調査は貴重な成果をもたらしたといえる。

北野遺跡では1978年以降実施された調査件数は極めて少なく、立会調査5件、試掘調査2件、

発掘調査2件の計9件に留まる。これと比較して北野廃寺では立会調査3件、発掘調査16件、計

19件である。件数だけで1/2以下、発掘調査では1/8と格段に少ない。遺跡内で平安時代の具体的

な様子がそれ程明確でない理由の一つであり、今後の当遺跡の調査件数増加に期待したい。

（長戸満男）

註木下保明「北野廃寺」『昭和62年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化財研究所

1991年
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3伏見城跡(98FD394)

調査経過（図86）

調査は、伏見区桃山筑前台町32－1番地での

住宅建築工事に伴うものである。当地は伏見城

大手門の西に位置し、城下町大名屋敷地区にあ

たる。『伏見城御城絵図』（1776年）によれば前

田利家・平松八右衛門邸が当地と推定される。

この付近の発掘調査では、1989年に西側で奈良
註

時代から近世に至る遺構を検出しており、今回

の調査でも、これらに関係する遺構・遺物の出

土が期待された。

調査は、3月10日から4月28日まで行われ、

伏見城に伴う大量の瓦類と石垣と考えられる石

を検出した。特に瓦類には、金箔を施したもの

が多量にみられた。

遺構（図87．88．94．95）

調査地は、北から南に傾斜する地形に盛土を

施し立地しており、南側では隣地より3m以上

高くなっている。敷地南側および東側の中程よ

り南の部分では、現代盛土の下層で敷地境界に

沿ってL字状に斜面が形成され、斜面上に大量

の瓦を含んだ層(NQ1･2)を検出した。この

瓦は、伏見城に関係すると考えられる近世の瓦

であった。

さらに敷地中央部で斜面を形成する粘土層の

下層(-3.20m)から東西幅14.8m、南北幅5.3

卿

図86調査位置図(1:5,000)

､4恒坦
卜

瞳壁土一

ヨノr－W三三三三二王玉壺云錘
図87潰構位置図(1:500)

m、深さ0.8m以上の瓦溜(No3)を検出した。この瓦溜の瓦も伏見城に関係すると考えられる

近世の瓦である。この瓦溜の上層-2.5mで炭を多量に含んだ層を検出している。

この瓦溜より北へ7.3mの地点(NQ4)の-2.88mで高さ0.7m以上、幅0.8mの石を検出した。

石の西側には深さ1.2m以上、幅1.1mでグリ石の層があり、また石の東側は幅3m以上にわたっ

て瓦溜となり、その底部が一部で-3.18mの高さで検出されており、この石は、東を面にした石

垣の基底部の一石と考えられる。またこの面は南延長がNQ3の瓦溜の西端に続くと考えられる。
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図88NQ4石垣断面図(1:40)

遣物（図版30～40、図89～93)

出土遺物は遺物整理箱に20箱を数え、そのほとんどが瓦類である。出土地点はNQ2の斜面から

が(3．6．8．17．20．23．28．32．35．36．49．50．52．61．64．72．74．76．79～81．83）

22点で、それ以外はすべて排土からの採集である。

軒丸瓦と棟込瓦は（1．3～37）の36点である。瓦当文様は（1．3～7）が桐文、（8）は

宝輪文、（9～14）は巴文、（15～37）が菊花文である。菊花文には周縁をもつもの（15～29）と

無いものがある。瓦当面の花弁の部分に（25）は「人」字状、（22）は「卜」の逆字状が印刻さ

れている。金箔を施したものは（4～8．13．14．16～34）の26点である。図化していない瓦当

面の直径は(16)（13.6)cm、(17)13.1cm、(19)12.2cm、(23)15.5cm、(26)(15.8)cm、(28)(18.O)

cm、(30)14.0cm、(31)12.2cm、(32)(12.8)cm、(33)13.9cm、(34)13.3cmである。

軒平瓦は（38～64．66～68）の30点である。瓦当文様は(38～47)が中心飾りに対向C字形を

もち、唐草を二重突線で表す唐草文、（48～61．63）は一重突線で表した唐草文、（62．64）は中

心に花を飾り、葉っぱを左右に配する花文、（66～68）は小振りの花を横に並べた花文である。

金箔を施したものは（39．40．43～46．48．50．51．54．55．57．63．64．66～68）の17点であ

る。

道具瓦は、棟込瓦以外に烏伏間・隅瓦・屋根瓦・鬼瓦・獅子口・飾り瓦などが出土した。

烏伏間は（2）の1点である。瓦当文様は（1）と同箔の桐文で、烏除けに棒を立てたと考え

られる穴が瓦当部上端に2箇所みられ、おそらく頂点と両側の3箇所あったと思われる。金箔を

施している。
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隅瓦は（65）の1点である。瓦当文様は中心に花を飾り、左右に配する唐草を二重突線で表す

花文で金箔を施している。

屋根瓦は（69）の1点である。文様は、剣花文の四弁で横長の菱形に表している。

鬼瓦は(70～75)の6点である。(70)は、沢潟文鬼瓦の上半分のみである。裏側には竜頭と

呼ばれる把手がついていた痕跡がある。残存横幅は38.5cmである。(71)は、獅子と思われる四

足の動物が立ち上がった状態を表し、下方の接合できなかった破片に笹と思われる植物が配して

いる。これも裏側に竜頭がついている。残存計は高さ62.0cm、幅31.0cm、奥行き18.0cmである。

(72．73）は、周縁の部分の破片である。残存計は（72）が高さ34.5cm、幅24.5cm、奥行き13.0

cm、(73)が高さ22.5cm、幅24.0cm、奥行き11.5cmである。(74)も鬼瓦の一部と考えられるがど

の部分かは不明である。文様は菊の葉が考えられる。残存計は高さ20.Ocm､幅24.0cm､奥行き14.0

cm｡(75)は下方の蕪と呼ばれる部分と考えられる。残存計は高さ22.0cm、幅22.0cm、奥行き10.0

cmである。(71)以外は、すべて金箔を施している。

獅子口は（76）の1点である。菊花文の中央に穴を確認できるが、裏面に突き抜けていない。
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図91軒平・道具瓦拓影・実測図(1:4)

金箔を施している。

飾り瓦は（77～82）の6点である。（77～80)は軒丸瓦の瓦当部分を大き飾り凡は（77～82）の6点である。（77～80)は軒丸瓦の瓦当部分を大きくした円形の菊花文

である。（78)には裏側に竜頭力罰つき、残存計は高さ30.2cm、幅24.5cm、奥行き7.7cmである。(81)

は方形の面に菊花文を施したもので、残存計は高さ17.7cm、幅15.5cm、奥行き4.1cmである。(82)

は桐文で、残存計は高さ26.0cm、幅31.0cm、奥行き5.0cmである。
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図92軒平・道具瓦実測図（1：4）

琢解＝

；79 77

I

他に（83．84）は立体的に何かの形状を模し

たものと考えられるが、不明である。（83）は

鬼の牙風の突起である。残存計は高さ12.Ocm、

幅11.2cmである。(84)に関しては植物の葉っ

ぱの一部と考えられる。残存計は高さ17.6cm、

幅24.2cm、奥行き10.5cmである。

まとめ

今回の調査地では、伏見城に関係する大量の

瓦が出土し、石垣と考えられる遺構を検出した。

特に瓦には、金箔を施したものが多量に含まれ、

また鬼瓦、飾り瓦は他の遺跡から出土したもの

より巨大なものも出土している。

NQ4で検出した石垣は南北方向に続いていた

と考えられ、この地点に南北方向の区画の境が

あったと想定できる。『伏見城御城絵図』によ！

OD

OO

H
80

，Oqn

”つノーG酒泗二,Lぐつ。‐''八元』麹x‘1坪麹x‘飛寓凶』vｰ。、巨司一宿壱一

れば前田利家邸と平松八右衛門邸の南北境界が 図93道具瓦実測図（1：4）

この付近にあたる。また石垣の形成されていた時期は、現在の地形とは全く違って、西から東へ

の傾斜を持っていたことがわかった。そして石垣の廃棄された時期に石垣前の瓦溜やNO3の大き

な瓦溜土擴が形成され、その上に盛土が施され現在に近い地形となり、その後にNQ1．2の斜面

に瓦が投棄され瓦の層が形成されたことになる。しかしNol．2で検出した斜面の瓦の層とNo3

で検出した大きな瓦溜土擴は、明らかに時期の違うものであるが、出土遺物から時期差を問うこ

とはできなかった。今後の近辺の調査に大きな期待をしたい。 （吉本健吾）

註内田好昭他「伏見城跡」『平成元年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化財研究所

1994年
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図94No.2瓦堆積層（南から）

図95No.4石垣断面（南から）
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4長岡京跡(97NG384)

調査経過（図97）

調査地は、伏見区羽束師古川町から淀大下津町にかけての、桂川河川敷内である。今回は1996

年から継続している流水保全水利事業による暗渠工事の1997年以降の工区で調査を実施した。流

水保全水利事業は高水敷に浄化施設と水路を設置することで、支川からの汚濁水を分離し、取水

地点の水質を向上させる目的で実施されている。工区は、長岡京跡の南東部を、北東から南西へ

斜めに横断するルートが設定されている力罰、桂川河川敷内のため遺構・遺物の検出力罰あまり期待

できない場所と思われていた。1996年にも試掘と立会調査をしているが、江戸時代の遺構面以外

には顕著な遺構・遺物を検出していない。今回は、工事に伴う掘削断面の実測、写真撮影、遺物

採取等を計8箇所で行い、その他の部分は地層断面状況の観察にとどめた。その結果、鎌倉時代

の溝状遺構と江戸時代の河川を検出した。

遺構（図96．99．100)

調査を実施した8箇所はNo.1～7力罰長岡京跡、No.8が長岡京から東へ外れた羽束師橋（北側の

仮設橋）のすぐ南側である。以下にその概要を述べる。

No.1では-3.5mまで現代盛土。

No.2では-2.0mまで現代盛土、その下から厚さ2.4mの暗オリーブ灰色泥土､厚さ1.6mのオリー

ブ灰色から灰色の粘土と続き、-6.0m(標高8.3m)以下は植物遺体を多量に含む黒色粘土である。

No.3では-3.6m(標高11.75m)で鎌倉時代の落込の南肩を検出した。この落込は溝になる可

能性ｶづある。この落込の底面で、径0.6m、
削平

深さ0.05mと径0.55m、深さ0.1mの円形の
1暗オリーブ灰色泥砂

2灰色泥砂
土壌を2基検出した。前者には長径0.5～3

3灰オリーブ色泥砂（微砂多）

E醒需圏4にぷい黄色泥砂（微砂多）

c､の礫が多量に入っていた。この他には-4.85蕊蕊蕊調豊豊謹謹5灰オリーブ色泥砂（微砂混）

6オリーブ褐色泥砂一鑿蕊簿:鞍4:鍵識議銭一

mと-6.08mで時期不明の遺物包含層を検出7暗オリーブ色粘土(鉄分混） 叫山lll115叫叫|!ll

8灰色粘土(微砂）：;.．::え｡臘・::::．：した。9オリーブ灰色粘土(粗砂混）”。｡｡。”。｡｡。〈
茨、;｡:*･::x10灰色粘土（腐植土混）

No.4では-3.83m(標高11.52m)で鎌倉時］，灰色粘土 "･.#･.5.1.:1･y･"H:,000m
l2オリーブ灰色粘土

代の遺物包含層を検出した。以下、調査区か］3暗オリーブ灰色粘土
14オリーブ灰色粘土（鉄分混）

ら425m北西で行われた水垂遺跡の調査を参15緑灰色粘土
16暗オリーブ灰色粘土

考にすると、-4.5mで平安時代、-4.6mで長17オリーブ黒色粘土(腐植土）

岡京期から奈良時代、-5.4mで古墳時代、_E麹中世

7.09m以下,よｵ川一ﾌ黒色紬土の植物遺体を鯉繊農艤“

蕊織
多く含んだ腐植土層で、弥生時代から縄文時函古墳時代

函弥生～縄文時代
代の土層と比定できる。

No.5では東壁でNo.4から約1m北の地点か？，川Ⅱ’m

ら江戸時代の河川堆積層の南肩が始まり、北図96N0.4柱状断面図
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図97調査位置図(1:5,000)
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/、続いていた。

No6ではこの河川が東壁で87.5m以上、西壁では東壁の南肩の対岸から73m北で南肩を検出し、

この肩口沿いに木の杭列を確認した。この河川は南北方向で、幅25m以上あり、最深部は-6.85

m(標高8.5m)であった。埋土は2層に分かれ、上層が微砂層、下層が粗砂層であった。

NO7ではNQ6から550m北東へ行った樋爪集落の東側で、-1.2m(標高14.5m)まで現代盛土、

以下-4.55mまで砂泥と微砂の互層堆積、それから下力:平安時代から中世の遺物を含む粗砂、砂

礫の流れ堆積層となる。

NQ8は南と北から進行してきた工区の連結部分にあたる羽束師橋(仮設橋)のすぐ南側で、-1．2

mまで砂泥層、-3.8mまで砂礫と砂泥の互層堆積層、以下-6.1mまで鎌倉時代の遺物を含む砂礫

の流れ堆積層となる。NQ7．8の最下層は桂川の流路部分にあたる。

遺物（図98）

遺物は整理箱に3箱あり、大部分はNQ3～5で出土した。内容としては土器類、瓦類、鉄製品

があり、土器類は土師器皿・甕・羽釜、陶器甕・鉢・播鉢、瓦器皿・椀・羽釜、白磁皿・壺、青

磁椀が、瓦類は軒平瓦・丸瓦・平瓦があり、鉄製品は釘がある。このほかにも混入品として古墳

時代と思われる土師器、平安時代の須恵器杯・壷、灰釉陶器壺がある。遺物の時期は古墳時代か

ら江戸時代まである。

（1～10）は土師器Ⅱ。（1～4．7～10)は小型の皿で口径が8.1～9.5cmにおさまる。(5･6)

は中・大型の皿で口径が14.lcm(5)、11.5cm(6)あり、口縁がやや外反し器壁が厚い。(3･

6．10）は底部外面に明瞭に粘土紐痕が残る。（11～21）は瓦器類。（11．12）は皿で、（11）は

平坦な底部から口縁が外反気味に立ち上がり、（12）はやや丸い底部から口縁が肥厚しながら立

，
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ち上がる。ヘラミガキは(11)が内面の口縁は密に、底部は往復させ、(12)は内面の底部から

口縁にかけて往復させている。（13～21)は椀で、口径が12.6～15.3cmである。(20･21)は口縁

端部力ざ丸〈おさまり、その他のものは口縁端部内面に沈線がめぐる。(13)は体部外面に指圧痕

が残る。ヘラミガキは、口縁から体部の内面に（16．17）が粗くその他は密に、外面は(18･20)

のみわずかに粗く施す。底部内面には(13･17)は螺旋状、(18)は輪を連結させたように施す。

楠葉産を主とすると考える。時期は平安時代末期から鎌倉時代にわたっている。（1～4．13～

15）はNo.3の土擴、(5～12･16～21)は同じ地点の溝状遺構から出土している。

まとめ

淀樋爪町と淀水垂町の間にある水垂排水樋門を境にして上流と下流で土質の層序は大きく異な

り、上流では、最下層に平安時代から中世の流れ堆積層力舗みられるのに対し、下流では中世の遺

構面から下に水田耕作層が厚く重なり、最下層の縄文時代から弥生時代と思われる層まで、いず

れの時期も人々力ざ生産、生活していた地域である。

明治時代の仮製地図と大正時代の地図を比較すると、明治時代には樋門南側の水垂村から大下

津村にかけての桂川右岸の堤防が東へ大きくせり出している。このため淀納所町と水垂村の間で

桂川の河川敷力:狭まり、増水時の流水を悪くしている。しかし大正時代では現在のように、右岸

が拡幅されている。この拡幅は、3年から4年をかけて1901年（明治34年）に完成した、一連の

堤防改修工事の際に施工されたものである。このとき桂川右岸の堤防が西側へ付け替えられ水垂

村と大下津村の集落が移転させられている。No.1～6は付け替え前の堤防より外側の集落または

水田部分に位置し、No.5．6で検出した河川は明治の地図に記載されている、右岸の東側に沿っ

て流れる羽束師川にあたる。このことから現在河川敷内ではあっても、水垂排水樋門から南は遺

構力ざ検出される可能性が高い。（竜子正彦）

図99No.3土器出土状況（北から） 図100No.5･6全景（南から）
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5嵯峨セツ塚古墳群(98UZ286)

調査経過（図101)

右京区北嵯峨洞ノ内町に立地する嵯峨セツ塚

古墳群の4号墳南側から3号墳東側の農道、用

水路の拡張整備工事に伴う立会調査である。嵯

峨セツ塚古墳群は北西から南東に延びる台地上

の中位に7基の古墳が立地する。現在、周辺は

水田地帯で、北端の1号墳はすでに全壊してお

り残りの6基は径10～25mの墳丘が残存し、等

高線に沿って3基ずつ東西に並び小グループを

形成している。

種二二」

M

餅，燦‘

"|甑
""

噸V、、、11…-＝

鑿

4号墳の南側が墳丘裾部と周溝に推定される 図101調査位置図(1:5,000)

ことから、1998年11月16日、事前に試掘調査が実施された。結果、周溝は検出できなかったが、

墳丘の周縁部とみられる地山の段差が確認されている。さらに段差の埋土からは平安時代前期の

遺物が出土しており、西方の大沢池北に建てられた嵯峨院との関連が注目される。

立会調査は同年11月24日から1999年2月15日まで行った。調査では新たな古墳の確認、さらに

試掘調査の成果を踏まえ平安時代の遺構・遺物の検出を主目的に行った。

遣構（図103.104)

調査では11箇所の壁面で断面実測、写真撮影などの記録作業と遺物採取を行った。その結果、

古墳時代後期の土擴、平安時代前期の溝などを検出した。以下に遺構を検出したNQ4．8．10に

ついて概述する。

No.4地表から-0.6mの地山とみられる榿色砂泥層で、北壁に幅3.35m、深さ0.5mの平安時

代前期の南北溝を検出。南壁では幅5.2mと広がる。溝の埋土は2層に分かれる。上層は黒褐色

砂泥、下層は褐色砂泥である。上層から平安時代前期の遺物が多く出土した。

NQ8地表から-0.1mで平安時代後期の包含層、-0.2mで幅2.25m、深さ0.38mの平安時代前

期の士擴を検出した。土擴の埋土は黒褐色砂泥層である。

No.10地表から-0.35mで西壁に幅0.85m、深さ0.2mの古墳時代後期の土擴を検出した。土擴

の埋士は黒褐色砂泥層である。東壁は南北方向の現用水路のため検出できなかった。

遺物（図版40、図102)

遺物は整理箱に2箱出土した。遺物には土器類、瓦類があり、ほとんどが土器類である。土器

類には土師器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、瓦器がある。瓦類は平瓦、丸瓦がある。出土した

遺物の時期は、古墳時代後期から中世まであるが、平安時代前期が主体である。

古墳時代後期の遺物にはNQ10の土擴から須恵器杯蓋(7．8)が2個体ほぼ完形で出土してい

る。2個体とも外面体部上半から天井部にかけてはヘラケズリを、その他は粗いナデを施してい
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図102出土遺物実測図(1:4)

る。いずれも7世紀初頭のものと

みられる。

平安時代前期の遺物には、NQ4

の南北溝から一括で出土した土師

器、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器

がある。土師器はⅡ（1）と杯（2）

で、いずれも口縁部以下の体・底

部にヘラケズリを施している。須

恵器は鉢（6）で、中型の平底の

タイプとみられる。緑釉陶器には

Ⅲ（3）と椀（4）がある。いず

れも素地が軟質で磨滅が著しいが、

た。いずれも洛北系産とみられる。全面に施されていたとみられる淡緑色の釉が内面に残存していた。いずれも洛北系産とみられる

灰釉陶器は椀（5）で、内面に緑灰色の釉が薄くかかる。

まとめ

今回の調査成果を3点に大別して以下に要約しておく。

まず第1に古墳時代後期の土擴を検出したことが挙げられる。士擴は当古墳群の3号墳の東約

30m地点で、東壁に南北方向の用水路が現存していたため、西壁でしか検出できなかった。土擴

から7世紀初頭の須恵器杯蓋が出土しており、両壁で検出できなかったが古墳周溝の可能性もあ

り、新たな古墳の存在が考えられる。ただ当古墳群は6世紀中頃から後期にかけて築造された群

集墳と考えられていることから可能性だけに留めておきたい。

第2に平安時代前期の南北溝の検出がある。検出した地点は4号墳から東約12mと近接してい

るが、当古墳との関連よりも、平安時代前期に西方の大沢池北に建立された大覚寺の前身である

嵯峨院に関わる遺構と考えられる。嵯峨院の推定地については調査例が少なく確定されていない

ことから、今回検出した溝は推定地に関わる遺構として貴重な検出例となった。

第3に平安時代前期から後期の遺構が良好に残存していることである。従来から当地周辺では

当該期の遺物が表採され、遺構の存在が予想されていた。その予想を裏付け、上述した嵯峨院、

大覚寺の推定域がさらに東に広がる可能性を示す結果となった。

当地一帯は古墳時代後期から平安時代後期の複合遺跡であることが判明した。今後、周辺の調

査対象を広げ、今回の調査成果を検証することが急務であろう。（加納敬二）
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図103KO4南北溝（南から）

図104No_4土器出土状況（北から）
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調査一覧表

I1999年1～3月期（平成10年度）

平安宮(HQ)

平安京左京(HL)

－48－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

大蔵省

大蔵省

大蔵省

大蔵省

主殿寮

茶園

右近衛府

縫殿寮

真言院

左兵衛府

西雅院

豊楽院

豊楽院

豊楽院

豐楽院

朝堂院

中務省

大膳職

兵部省

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町647-12

上・浄福寺通中立売下る菱丸町169-5の一部

上・浄福寺通中立売下る菱丸町170正親

小学校

上・上長者町通千本東入信濃町479-1、愛

染町493-1

上・智恵光院通中立売上る西入新白水丸町

462-110

上・中立売通日暮東入新白水丸町462-76

上・御前通上の下立売上る東入鳳瑞町388-15

上・上長者町通千本東入二丁目山王町511-7

上・下立売通千本西入稲葉町439

上・日暮通下立売上る西入分銅町572

上・椹木町通智恵光院西入西院町地先

中・聚楽廻西町地先

中・聚楽廻中町44-1.2

中・聚楽廻中町56-3

中・聚楽廻中町56-14

中・聚楽廻東町24-9

上・浄福寺通丸太町下る主税町1077

上・日暮通椹木町下る北伊勢屋町736-1

中・西ノ京内畑町27

1/18

2/16

3/8．9

3/25

2/19

3/11

2/12

3/8

'98/6/2,'99/2/16

1/13.14

3/9

1/28,2/3

2/12.15

3/15

3/12

3/10.15.16

1/13～20

3/31,4/1

3/5

巡回時、工事終了

-0.25mまで現代盛土。

-0.7mまで現代盛土。

-0.15mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.3mで褐色泥砂を検出。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

-0.26mまで現代盛土。

-0.8m以下、褐色混礫砂泥の地山。

-0.95mで明黄褐色砂泥の地山を切って時期不

明の土擴。

-0.1mで褐色砂泥を検出。排土より布目瓦、凝

灰岩片を採集。

-0.2mまで現代盛土。

-0.15mまで現代盛土。

-0.8m以下、灰オリーブ色砂泥の地山。

-0.57mで幅約2.0mの平安の東西道路（土師器

皿、布目瓦多量)。発掘調査(88HKDC)の延

長を検出。

-0.84mで近世の路面（桟瓦、須恵器饗)。

-0.2mまで現代盛土。

HQ339

HQ371

HQ382

HQ408

HQ370

HQ395

HQ366

HQ385

HQO80

HQ336

HQ386

HQ349

HQ367

HQ396

HQ397

HQ393

HQ335

HQ413

HQ380

１
１
１

１

１

１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１
１

１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

北辺四坊二町

一条三坊一町

一条三坊十六町

一条四坊十三町

二条二坊九町

二条三坊十一町

三条二坊七町

三条二坊九町

三条二坊十五町

上・京都御苑1

上・中長者町通新町西入仲之町276

上・京都御苑1

上・京都御苑3

上．油小路通丸太町上る米屋町298

中．烏丸通竹屋町下る少将井町225

中・西堀川通御池上る池元町408-22他

中・押小路通、東堀川通～西洞院通他地内

中．小川通御池上る下古城町385

2/22.26,3/1～10

3/24～30

1/26～29,2/26

～3/5

l/25～3/26

'98/12/21～'99/1/12

3/23～31

2/2

3/23～5/13

'98/12/18~'99/1/6

No6;-0.17m、近世の溝状遺構（土師器、瓦）

NQ9;-0.57m、近世の石組東西溝（土師器)。

寛政期造営の塀と木戸の位置にあたり、この施

設に付随する溝と考えられる。本文3ページ。

Nol;-1.12mで室町の包含層(土師器)｡NO2

-1.95m以下、明黄褐色砂礫の地山。

Nol2;-1.4m、東西方向の板状の敷石。この地

点で更に多数の巨石が出土。宝永期造営（1709

年）段階までの御所の南側築地推定部分に当た

り、検出した板状の石と巨石類はそれに伴う遣

構と考えられる。本文3ページ。

No1OO;-0.6m、明治期以降の盛土。以下、時

期不明の洪水層。下層に江戸中期～後期の層。

NQ119．1009;-0.6m、花崗岩の石列。NQ11；－

0.5m、中世の路面4層以上（富小路、土師器)。

以下、黄褐色砂泥層の地山。No50;石塔3基。

-1.15mまで撹乱。

-2.5m以下、明黄褐色砂礫の地山。

-1.4m以下、にぶい黄褐色粘土の地山。

No2;-0.7mで近世の包含層（瓦)｡-1.3mで

オリーブ褐色粘土の地山。NQ4;-1.5mで室町

の包含層（土師器皿、瓦）

-1.8mまで近世の湿地状堆積。

HL375

HL407

HL348

HL331

HL317

HL406

HL354

HL405

HL314

３
３
３
３
２
３
２
２
２



平安京右京(HR)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

三条四坊三町

三条四坊三町

三条四坊七町

三条四坊十六町

四条一坊十六町

四条二坊四町

四条二坊十六町

四条四坊三町

四条四坊五町

四条四坊十一町

五条一坊五町

五条一坊十二町

五条三坊八町

五条三坊十四町

町
町
七
二
坊
坊
四
三
条
条
五
六

町
町
十
棚
勤
肋
条
条

一
ハ
ー
ハ

八条一坊八町

八条一坊十二町

中・高倉通御池下る亀甲屋町606

中・間之町通御池下る綿屋町526-1

中・堺町通押小路下る扇屋町665

中・寺町通二条下る妙満寺前町444-1,445-1

中・大宮通三条下る三条大宮町

下・四条通猪熊西入立中町507

中・小川通三条下る狸々町他地内

中・東洞院通蛸薬師下る元竹田町633,633-2

中・四条通柳馬場上る瀬戸屋町

中・蛸薬師通富小路東入油屋町141

中・壬生相合町54-12

中・壬生相合町1松原中学校

下・新町通四条下る四条町池坊短期大学

下・仏光寺通烏丸東入上柳町343,343-1

東洞院通仏光寺下る高橋町604,604-1

下・高倉通綾小路下る竹屋町387,389-1

下・五条通新町西入西錺屋町14

下・烏丸通五条上る悪王子町419-1.2

下・富小路通五条下る本塩竃町558-2

下・観喜寺町3梅小路小学校

南・八条町471-5他八条児童公園

1/8.11.12

1/14.18

3/8

3/26.29～31,4/1

1/8

3/2

1/12･20,3/5

2/8～10

1/6．7

'98/12/25,'99/1/7

2/19～3/10,12

1/20.22,2/3

2/5．8．9

2/25,3/1．2

1/22.27

3/15～4/5

2/24～3/4

'98/12/24､'99/1/5

1/18

2/2

-1.65m、鎌倉の包含層（土師器)｡-2.2m以下

明黄褐色砂泥の地山。

-1.3m、中世の包含層2(土師器)。

巡回時、工事終了

-1.4～2.2m、時期不明の路面2(東京極大路)<

-2.2m以下、流れ堆積。

-1.1mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

-0.6mで時期不明の包含層（白色土器)｡-0.9

mで平安の包含層（土師器)｡-1.0mで時期不

明の包含層（土師器)。

-0.95mで近世の包含層。-1.3mで時期不明の

包含層。-1.6m以下、流れ堆積。

巡回時、工事終了

-0.95mまで近世の包含層。

-0.54mで平安後期の整地層（土師器皿、瓦）

-0.84m以下、流れ堆積。

-0.35mで近世の包含層。

-0.8m以下、江戸の包含層（瓦、土師器)。

-1.1mで中世の包含層（青磁片)｡-2.6mまで

湿地状堆積。以下、オリーブ褐色砂礫の地山。

-1.0mで江戸の包含層（染付)。

-0.8mで室町の土塘3(土師器、陶器、青白磁)。

-2.6m以下、黄褐色砂礫の地山。

巡回時、工事終了。

-1.61m、江戸の墓棺（土師器皿、染付、陶器、

天目椀、銭「寛永通宝

れ堆積。

-0.15mまで現代盛土。

」 5)。-1.88m以下、流

-0.63m、近世の包含層(陶器甕、摺鉢)｡-0.88

m以下、流れ堆積。

HL326

HL337

HL383

HL409

HL325

HL379

HL330

HL362

HL324

HL321

HL374

HL342

HL359

HL377

HL344

HL398

HL376

HL319

HL340

HL353
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

二条二坊十一町

町
町
町

七
七
四

坊
坊
坊

一
一
一
一
一

条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一
一

三条三坊十四町

五条三坊十四町

七条一坊六町

七条二坊三町

中．西ノ京南上合町35

中・西ノ京永本町～西ノ京星池町地先

中・西ノ京星池町地先

中・西ノ京桑原町～右・西院上花田町

中・西ノ京月輪町38

右・西院日照町112

下・朱雀宝蔵町1,2-2

下・西七条､西石ヶ坪町～市部町地内

3/9～30,4/19～21

'98/12/16～'99/3/4

1/26～3/9

3/5～10.15.16

2/12

3/29．30

2/12･15･16

1/26～3/2

Nol;-2.2mで時期不明の包含層（土師器皿)。

-2.34mで平安の包含層（土師器皿)｡-2.97m

以下、黄褐色砂泥の地山。No2;-2.15mで時

期不明の包含層（土師器皿、瓦)｡-2.2mで室

町の落込（土師器皿)。-2.71m以下、褐灰色砂

礫の地山。

-1.0mで近世の溝状遺構。

-2.8mまで攪乱。

-0.4mで路面（道祖大路)｡-0.6m以下、室町

の流れ堆積（陶器播鉢)。

-0.13m･-0.4m、時期不明の包含層2(陶器

壷、瓦器)。

-1.7m以下、明褐色粘土の地山。

NQl;-0.56mで皇嘉門大路の路面cNO2;-0．6

mで平安前期の東西溝（土師器皿・杯、須恵器

壷・喪)｡NO3;皇嘉門大路東側溝にあたる部

分-1.0mで南北の流路。本文23ページ。

NO2 -0.38m、西大宮大路の西側溝（須恵器

壷、土師器高杯)｡NQ3;-0.5m、平安の包含

層（土師器甕、黒色土器)｡NQ.7;-0.24m、弥

生の包含層。-0.38m、褐色砂泥の地山を切っ

て弥生の落込（弥生土器壷)｡NO10;-0.4m、

平安前期～中期の包含層(土師器甕、須恵器甕)。

Noll -0.37～0.57m、平安前期の包含層（土

帥器皿・甕、須恵器杯)。本文15ページ。

HR387

HR311

HR346

HR381

HR368

HR412

HR369

HR347

０
３
３

９
９
９
９
８
１
１

１



洛北地区(RH)

太秦地区(UZ)

北白川地区(KS)

南・桂地区(MK)

－50－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

七条二坊八町

七条三坊十一町

町
町
町

二
一
四

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
条

八
八
九

九条一坊十三町

九条一坊十五町

九条二坊十一町

九条四坊七町

九条四坊十六町

下・西高瀬川北通･花屋町通両側､西大路通

～御前通地内

右・西京極南庄境町他

下・西七条石井町61七条小学校

下・七条南月読町地内

南・唐橋羅城門町50-1

南・唐橋西寺町3

南・唐橋門脇町5

南・唐橋平垣町JR西大路駅

南・吉祥院向田西町～吉祥院新田壱ノ段町

地先

南・吉祥院大河原町5

2/8～5/13

3/8～17

1/11

3/1～31

3/17.18.25

2/1

3/17

2/8．9

'98/12/16～'99/2/8

3/15.23.25

NO6;-0.8m、平安の左女牛小路北側溝（土師

器皿、灰釉陶器椀)｡No12;-0.62m、平安の東

西溝（須恵器蓋、土師器)｡-0.83m以下、褐色

砂礫の地山。本文24ページ。

Nol;-1.1mで時期不明の路面2,-1.35m以

下、流れ堆積｡NQ2;-0.35mで耕作土2，-1.05

mで路面。－1．15m以下、流れ堆積。NQ3；－0．5

mで耕作土、-0.85m以下、湿地堆積。NQ4

0.57mで耕作土、-0.89m、平安中期の包含層

(土師器皿)。

-0.9mまで現代盛土。

-1.4mで暗褐色砂礫を検出。

-0.6m、近世の包含層。-0.7m以下、流れ堆積、

湿地状堆積。

巡回時、工事終了。表採で平安の軒平瓦2．

-0.15m以下、近世以降の包含層。

-1.4mまで現代盛土。

NO5;-0.53m､時期不明の路面2｡NQ6;-0.57

m、時期不明の路面。

-1.73m以下、褐色泥砂の地山。

HR363

HR384

HR328

HR378

HR401

HR352

HR402

HR361

HR312

HR399

13

12

13

12

13

13

13

13

12

12

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

植物園北遺跡

北山蓮台寺境内

相国寺旧境内

岩倉中在地遺跡

岩倉忠在地遺跡

北・上賀茂蝉ヶ垣内町20-1

北・紫野西舟岡町2楽只小学校

上．今出川通烏丸東入相国寺門前町704

左・岩倉村松町60の一部

左・岩倉中通､府道岩倉･山端線～洛北中学

校地内

3/10

3/9．10

3/24～4/6

2/10

2/16～3/30

-0.1mまで現代盛土。

-0.1m以下、明褐色粘土の地山。

-0.45m、近世の包含層（桟瓦、染付)｡-0.8m、

時期不明の包含層（土師器)。

-0.3mまで現代盛土。

NQ3;-1.03m以下、オリーブ褐色砂礫の地山。

NQ6;-1.45m以下、暗灰黄色粗砂礫の地山。

RH391

RH388

RH404

RH365

RH372

５
１
２
１
３

－
一
一
一
一

５
４
４
５
５

１
１
１
１
１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査No. 図版

嵯峨セツ塚古墳群

仁和寺院家跡．

村ノ内町遺跡

上ノ段町遺跡

右・北嵯峨洞ノ内町

右・常盤出口町14-2.31.35

右・嵯峨野開町1-1蜂ヶ岡中学校

'98/11/24～

'99/2/15

'98/12/3～'99/1/11

1/28～2/3,12/24

No4;-0.6m、平安前期の南北溝。NQ7;-0．1

mには平安後期の包含層。NO8;-0.2m、平安

前期の土壌。No1O;-0.35m、古墳時代後期の

土嫡。本文45ページ。

NO2;-0.33mで黒色砂泥の地山。

Nol;+0.1m、時期不明の包含層（土師器皿)。

NO2;-0.45m以下､暗オリーブ褐色砂泥の地山。

UZ286

UZ292

UZ350

15-4

16

17-2

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

田中構え跡 左・東大路通東側、叡山電鉄叡山線～今出

川通地内

2/3 巡回時、工事終了。 KS357 18

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

中街道遺跡 西・大原野北春日町地内 2/3～7/19 N06．7;土石流の堆積検出。NO13;-0.4m，

時期不明の落込。その他は砂泥又は粘土の地山

のみ

MK356 19－2



洛東地区(RT)

烏羽地区(TB)

伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)

－51－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

灰方城跡 西・大原野灰方町 1/12～5/10 NO3;-0.08m.-0.13m、路面2｡-0.18m、時

期不明の包含層。-0.53m以下、明黄褐色砂泥

の地山。No6;O～-0.35mで路面4．以下

褐色泥砂の地山。N012･13･14;-0.45m、時

期不明の落込、NO14とNO15の間に西肩があり、

灰方城の東側の堀の可能性あり。NQ15;-0.53

m以下、暗オリーブ色砂礫の地山。

MK333 19-2

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NO 図版

法観寺旧境内

鳥辺野

法住寺殿跡

六波羅政庁跡

南日吉町遺跡

大塚遺跡

大塚遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

東・八坂上町地内

東・今熊野北日吉町豊国廟広場

東・妙法院前側町他

東・今熊野南日吉町地内

山・大塚野溝町86音羽中学校

山・小山中ノ川町12-1

山・東野舞台町95-13

山・椥辻番所ケロ町38-6

山・勧修寺西栗栖野町114,115

'98/12/10～'99/1/18

1/25.27

1/11～27

2/8～3/5

1/18～20

1/21.22

1/29

2/5

3/9･10

NO2;-0.4m、近代の包含層（陶器壷、瓦）

-1.1m以下、オリーブ色砂泥の地山。

-1.22m以下、明黄褐色砂泥の地山。

No4;-0.75m以下、旧滑石街道の路面2。

-1.35mまで現代盛土。

-0.63mで暗赤褐色砂泥を検出。

-0.3mまで現代盛土。

-0.15mまで現代盛土。

-2.15mまで撹乱。

RT301

RT345

RT329

RT364

RT341

RT343

RT351

RT358

RT389

21-4

20

20

20

21-5

21-5

21-2

21－2

21－2

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査Nu 図版

下三栖遺跡

鳥羽離宮跡

下鳥羽遺跡

淀城跡

伏・横大路下三栖辻堂町

伏・竹田田中宮町12の一部

伏・下鳥羽西芹川町地先

伏・淀本町168地内

2/5

1/12

1/14～28

'98/12/3,'99/2/2

-3.1mまで撹乱。

-0.8m以下、耕作土。

No.2;-0.65mで弥生～鎌倉の包含層（弥生土

器、須恵器蓋、瓦器皿)｡-0.75m、古墳以降の

包含層（須恵器杯)｡-0.9m、弥生の西へ下る

落込（弥生土器)。

-0.4m、中世の遺物（土師器、陶器、瓦器）を

含む淀城の堀（近世）の中の埋土を検出。

TB360

TB332

TB338

TB291

26-1

22

22

26-4

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

醍醐廃寺

法界寺旧境内

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏・醍醐高畑町仙

伏・日野畑出町3日野児童公園

伏・南部町60、瀬戸物町746-14

伏・桃山町永井久太郎59-13

伏・東町202-3,204-1

伏・桃山筑前台町32-1

1/12～4/14

3/10･11

'98/12/10,'99/1/6

2/19～3/10

3/9．12

3/10～23,4/6～

9．28

Nq2;-0.15m以下、暗青灰色粘土の地山。NQ

3 -0.6m、時期不明の包含層。-0.9m以下、

黄榿色粘土の地山。

-0.6m以下、明黄褐色砂泥の地山。

-0.5m以下、明黄褐色泥土の地山。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

N0l･2;斜面堆積層に多量に近世の瓦を検出。

NO3;-3.2m、方形の瓦溜。NQ4；-2.88m

石垣を検出。近世の瓦には金箔瓦が多量に含ま

れ、種類は軒丸、軒平の他に道具瓦が出土。本

文34ページ。

FD334

FD392

FD299

FD373

FD390

FD394

23-2

23-1

24

24

24

24

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査No. 図版

左京北辺二坊十四町

左京北辺三坊五町．

北一条大路

左京三条四坊四町，

東三坊大路

南・久世殿城町地先

南・久世殿城町600-1

伏・久我西出町12-11

1/8～21

3/29

3/29～4/26

-0.8m以下、オリーブ褐色砂泥の地山。

-0.1mまで現代盛土。

-0.16m、時期不明の南北溝。

NG327

NG411

NG410

２
２
－
－７
７
８

２
２
２
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平安宮(HQ)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

左京四条四坊三町

左京五条三坊十一町

左京八条四坊五町

右京北辺四坊六町

伏・羽束師菱川町554

伏・羽束師菱川町221他

伏・納所和泉屋京都競馬場

西・大原野上里北ノ町他

3/15,4/1

1/5．8

2/3.5.8.15

'98/5/15～

'99/5/29

-0.2mまで現代盛土。

-0.6mまで現代盛土。

-1.45m、近世以降の南北溝（染付、陶器)、西

肩に横板を伴う杭列、南北から東西へL字に曲

がる杭列を検出。

No17;-0.25m、古墳時代の包含層（須恵器杯)。

No90;-0.68m、奈良時代の包含層（土師器甕)。

NQ2;-1.4m、長岡京期の包含層（土師器、須

恵器甕)｡N078･79;-0.25m、平安時代の南北

溝（須恵器椀)｡NQ7･9･12･67･70･72･

83で中世の包含層。上里小学校の西側の畑から

古墳～長岡京期の遺物を採集した。今回の調査

区では、南部に中世の遺跡が、南東部に古墳～

平安の遺跡があることを確認した。

NG400

NG323

NG355

NGO54

４
１

1■■■

1■■■

28

28

26

27

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

室
寮
省
省
省
省
省
省
省
省
省
省
寮
寮
園
直
司
司
府
府
府
寮
寮
寮
原
原
寮
寮
本
本

庫
蔵
蔵
蔵
蔵
蔵
蔵
蔵
蔵
蔵
蔵
殿
殿
宿
親
親

近衛

近衛

近衛

書
書
書
松
松
部
蔵

漆
兵
大
大
大
大
大
大
大
大
大
大
主
主
茶
大
正
正
右
右
右
図
図
図
宴
宴
掃
内
梨
梨

上・御前通一条下る東竪町144-31

上．一条通御前通東入西町25

上・浄福寺通中立売下る菱丸町169-5の一部

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町642-4

上・仁和寺街道七本松東入白竹町189-1

上・愛染寺町493-1､信濃町479-1

’
’
６
６

立
口
立
口
立
口
立
口

一
一
一
一

の
の
の
の

４
４
４
４

８
８
８
８

１
１
１
１

町
町
町
町

丸
丸
丸
丸

菱
菱
菱
菱

る
る
る
る

下
下
下
下

圭
元
圭
元
一
元
士
元

立
立
立
立

中
中
中
中

通
通
通
通

寺
寺
寺
寺

福
福
福
福

浄
浄
浄
浄

上
上
上
上

上・浄福寺通一条下る東西俵屋町668-13

上・七本松通一条下る三軒町69-4.5

上・裏門通一条下る今新在家町206-11

上・裏門通一条下る今新在家町206-10

上・松屋町通中立売上る新白水丸町462-10

上・裏門通中立売下る高台院堅町209-9

上・御前通一条下る東竪町144-21

上・仁和寺街道御前東入鳳瑞町219

上．御前通下立売上る仲之町285-1

上．御前通下立売上る三丁目東入三助町280-41

上・御前通下立売上る仲之町299-4.5

２
２
２

６
６
６

１
１
１

６
６
６

７
７
７

５
５
５

－
一
一

５
５
５

４
４
４

２
２
２

町
町
町

鯛
鵬
鵬

入
入
入

西
西
西

松
松
松

本
本
本

七
七
七

通
通
通

町
町
町

者
者
者

長
長
長

下
下
下

上
上
上

上・下立売通七本松西入西東町386-8

上・下長者町通七本松西入鳳瑞町245-42

１
２
－
２
８
１
詔
町
町
之
生
前
利
堂
入
革
西
入
町
東
軒
本
六
千
通
通
町
町
者
者
長
長
下
下
上
上

上．下長者町通智恵光院西入山本町98-1

上・上長者町通裏門東入須浜町564-3

8/2．3

4/12

4/12

5/10～12

6/28.29

7/7．8

10/5.8

10/5．8

10/12

10/12

10/12

12/28

4/24

8/3．4

5/24

9/30,10/1～6

5/7

7/26

4/5

8/4

12/1

7/22

7/22

8/16

7/19

8/30～9/21

9/10･20

6/2．3

4/13～16

7/21

-0.3m以下、地山の明黄褐色砂泥。

巡回時、工事終了。

-0.18mで褐色砂礫を検出。

-0.6m、近世の包含層（陶器)。

敷地内に東西方向の石垣あり、観察地点は石垣

下で地表面が-1.56mで掘削深、-2.18mまで現

代盛土。

-0.43mまで現代盛土。

Ｏ
○

層
層
地
地
整
整
の
の
明
明
不
不
期
期
時
時
、
、
ｍ
、
５
５
１
１
０
０
－
一

。
○

層
層
地
地
整
整
の
の
世
世
近
近
、
、
３
３
５
５
０
０
－
一

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

NQ1 -0.59m以下、近世の整地層(瓦)｡NQ2

-0.68m以下、黄褐色砂泥の地山。

+0.16～0.04mまで現代盛土。

Om、近世の包含層。

-0.05m、焼土層。-0.3m、近世の整地層。

-0.25mで暗褐色砂泥を検出。

-0.15m、包含層（土師器)｡-0.55m以下、に

ぶい黄褐色砂泥の地山。

-0.13m以下、黄褐色砂泥の地山。

＋0.24～0.04m、現代嚥土。

-0.25mまで現代盛土。

-0.6mまで現代盛土。

-0.6mまで現代盛土。

巡回時、工事終了

-0.2mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

-0.95m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

Nol;+0.5～0.14m、近世の包含層。

-0.4mまで現代盛土。

-0.3m、近世以降の包含層。

HQ154

HQO10

HQO12

HQO43

HQ109

HQ117

HQ250

HQ251

HQ256

HQ257

HQ258

HQ344

HQO37

HQ159

HQO67

HQ247

HQO42

HQ142

HQOO4

HQ164

HQ313

HQ139

HQ140

HQ141

HQ133

HQ199

HQ218

HQO75

HQO14

HQ137
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１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
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１

１
１
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

梨 本

左近衛府

職御曹司

職御曹司

内裏

内裏

内裏

内裏

内裏

内膳司

内膳司

真言院

真言院

南所

西雅院

造酒司

造酒司隣接地

内匠寮

内匠寮

左馬寮

曲
〈
曲
〈
曲
〆、

薬 寮

薬寮

薬寮

院
院

楽
楽

酋
豆
酋
塁

豊 楽院

豊楽院

豐楽院

朝堂院

中務省

中務省

主水司

大膳職

大炊寮

大炊寮

大炊寮

大炊寮

宮内省

大政官

刑部省

刑部省

上・智恵光院通､中立売通～下立売通他

地内

上．下長者町通大宮西入東辰巳町123

上・出水通智恵光院西入田村備前町221-7

上・出水通智恵光院西入田村備前町208-2.5

上．浄福寺通下立売上る田中町476

上・下立売通智恵光院西入下丸屋町492-3、

下立売通千本東入田中町476-2

上・裏門通出水上る白銀町261-3

４
９
７
９
－
－
０
０
９
９
４
４
町
町
務
務
中
中
入
入
東
東
本
本
千
千
通
通

圭
元
一
元

立
立
下
下
上
上

上・千本通下長者町下る福島町384

上・出水通千本西入尼ヶ崎横町359-4

中・聚楽廻西町166-1､下立売通七本松東入

長門町417-4

中・聚楽廻西町166-14

上・裏門通出水下る田村備前町243-14

上・日暮通丸太町上る西入西院町746-14

中・聚楽廻西町181-2

中・聚楽廻西町166-5

９
８
１

－
－
３

７
７
－

２
２
７

町
町
町

寮
寮
寮

馬
馬
馬

左
左
左

一
扉
一
扉
一
泉

ノ
ノ
ノ

西
西
西

中
中
中

中・聚楽廻松下町8-4

中・西ノ京車坂町3-7

中・聚楽廻松下町3-28

中・聚楽廻中町56-17

中・聚楽廻西町～東町地先

中・聚楽廻中町56-16

中・聚楽廻西町183-2

中・聚楽廻中町56-15

中・聚楽廻中町～聚楽廻東町地先

上・下立売通千本東入下る中務町490-9.91

上・千本通丸太町東入中務町491-7

上・日暮通丸太町上る西入西院町747-24

上・日暮通椹木町下る北伊勢屋町734-2

上・日暮通丸太町下る南伊勢屋町763

上・日暮通丸太町下る南伊勢屋町767

上・日暮通丸太町下る四丁目802-8

４
３
６
一
一
８
５
１
３
２
５
１
町
町
屋
税
藁
主
入
入
東
東
門
本
黒
千
通
通
町
町
太
屋
丸
竹
上
上

上・竹屋町通千本東入主税町824,824-5の一部

中・西ノ京内畑町18-24

中・西ノ京内畑町15-9.31

8/10～31,9/2~

30,10/4

6/24

8/24

9/6．7

5/28

6/8～11

6/14.15

7/16

12/15

9/13～27

11/9

6/7～24

7/9

7/2.5

5/21

9/24～30

5/11

8/18

8/18

5/11.12

9/13～17

10/20

12/15.16

7/29

8/19～11/17

10/5

10/18･19

10/29,11/1

8/3～25

4/16

8/10･12

4/26．27

12/7～10

6/25

7/6.7

8/24

10/12

12/13

11/2

7/19

7/28.29

NQ1;-0.76m，中世の落込（土師器皿、須

器)｡NQ4;-1.15m、時期不明の包含層（土師

器皿)｡NQ5;-1.1m、近世の包含層（染付)。

NO6;-1.65m以下、暗灰黄色砂礫の地山。NQ

10;-0.7m、路面2．路面を切って落込（土師

器）

-0.2m、近世の包含層（土師質陶器)。

-0.7mまで現代盛土。

-0.35m、近世層。

-0.34m、近世の包含層。

No1;-0.92m、近世の包含層（土師器皿)｡NQ

2;-0.35m以下、黒褐色砂泥の地山。

巡回時、工事終了

-0.55mまで現代盛土。

-0.25mで褐色砂礫を検出。

-0.4m、江戸の包含層（土師器皿)｡-1.2m以

下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

-0.3mまで現代盛土。

-0.22m、時期不明の包含層（土師器)。

-0.15mまで現代盛土。

巡回時、工事終了

０
０

層
層
含
地
包
整
の
の
世
明
近
不
、
期

下
時
以
、
ｍ
、
５
５
５
０
０
１
－
一

No.1;+0.4m以下、明黄褐色砂泥の地山。NQ

2；＋0.13～0.07m、近世の包含層(土師器皿)。

。
○

層
層
地
地
整
整
の
の
明
明
不
不
期
期
時
時
、
、
ｍ
、
５
５
７
７
０
０
－
－
０
Ｏ

層
層
世
世
近
近
、
、
５
５
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０
－
一

NO1;-0.5m、平安の包含層(須恵器蓋、平瓦)。

-0.6m以下、暗灰黄色粘土の地山。No2;-0.63

m、平安中期の南北溝（土師器皿)。

巡回時、工事終了。

-0.27m以下、黄灰色砂泥礫混の地山。

巡回時、工事終了

-0.2mまで現代盛土。

NO17;-0.23m，豐楽院栖霞模の基壇の整地層。

この土層を切って時期不明の落込（炭、瓦）の

底面に石が1個据わる。No27;-0.95m、南北

方向の石組の水路。

-0.38mまで現代盛土。

-1.3mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.15～0.6m、黄褐色砂泥の地山（聚楽土)。

-0.1mまで現代盛土。

-1.25mまで撹乱。発掘調査済地点。

-0.9m以下、褐色砂礫の地山。

NO1;-1．1m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

No.2;-0.3m、にぶい黄褐色粘土の地山を切っ

て近世の落込（陶器)。

-0.35mまで現代盛土。

-0.55m、近世の整地層。

巡回時、工事終了。

-0.4m、近世の包含層。

-0.6m、固く締まった整地層。

-0.36mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.13m、南北方向の近世溝。-0.3m以下、明

黄褐色粘土の地山。

HQ173

HQ106

HQ185

HQ209

HQO72

HQO84

HQO88

HQ129

HQ335

HQ220

HQ295

HQO79

HQ120

HQ113

HQO61

HQ238

HQO47

HQ177

HQ178

HQO46

HQ221

HQ271

HQ336

HQ150

HQ181

HQ252

HQ267

HQ279

HQ162

HQO22

HQ174

HQO33

HQ324

HQ108

HQ116

HQ189

HQ259

HQ334

HQ283

HQ134

HQ148
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版
一 条大路

町
町
町

一
ニ
ー
ハ
ー

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一

辺
辺
辺

北
北
北

一条二坊八町

一条二坊八町

町
町
五
八
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
一
一

一条四坊八町

一条四坊十町

町
町
町
町

五
二
十
伍

洲
動
勤
勤

舟
条
条
条

一
一
一
一
一
一
一
一

二条三坊二町

二条三坊三町

町
町
町

三
三
四

坊
坊
坊

四
四
四

条
条
条

一
一
一
一
一
一

二条四坊七町

二条四坊七町

二条四坊十六町

上・千本通一条下る北伊勢殿構町682-1

上・中立売通堀川西入役人町251-8他

上・中立売通油小路西入東橋詰町76-1

上・一条通西洞院東入元真如堂町378

上・葭屋町通上長者町下る菊屋町527,520の一部

上・葭屋町通上長者町下る菊屋町526,520の一部

上・衣棚通下立売下る門跡町274

上．中長者町通室町西入東長者町540

上・京都御苑1

上・京都御苑2

中・寺町通竹屋町上る下御霊前町638-1

上・猪熊通（丸太町～竹屋町通）

中・丸太町通油小路西入丸太町17

中・小川通丸太町下る中之町81-3

中・釜座通丸太町下る桝屋町159

中・竹屋町通新町西入指物屋町373

中・間之町通竹屋町下る竹間公園

中・楠町他竹間児童公園

中・東洞院通二条上る壺屋町530

中・竹屋町通柳馬場西入和久屋町101の一部

中・竹屋町通柳馬場西入和久屋町101

上・京都御苑3

9/14～17

7/26～8/4

9/27～10/8

8/4～6

9/14．17．27

9/14･22･27

4/13.19

11/5．8．9

9/27,10/18

7/15～8/24

4/19～21

4/13～8/3

5/21.25

7/26～29

5/24～6/9

5/31,6/8～11

8/23～26

12/16

4/27.28,5/7

7/15～22

7/15～22

8/25～11/9

-1.05mまで現代盛土。

-2.65mまで近世の整地層。

-0.2m以下、にぶい黄褐角泥砂の地山。

NQ2;-1.93m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

NO3;-1.23m、鎌倉～室町の包含層（土師器)。

-1.68m、平安後期の包含層（土師器皿)｡-2.0

m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

No.1;-0.88m以下、オリーブ褐色砂泥の地山。

No2;+0.17m、近世の包含層(土師器)、-0.15

m、室町の包含層（土師器)、-0.35m以下、に

ぶい黄褐色砂泥の地山。NQ3;-0.84m、近世

の包含層(丸瓦、土師器皿、瓦質火鉢、陶器椀)。

-1.04m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。HL233

と同一調査。

NQ1 -0.88m以下、オリーブ褐色砂泥の地山。

NO2;+0.17m、近世の包含層(土師器)、-0.15

m、室町の包含層（土師器)、-0.35m以下、に

ぶい黄褐色砂泥の地山。NQ3;-0.84m、近世

の包含層(丸瓦、土師器皿、瓦質火鉢、陶器椀)。

-1.04m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。HL233

と同一調査。

-1.32m、近世の包含層（土師器)。

-1.02m、中世の包含層（土師器)｡-1.36m、

室町の包含層（土師器)｡-1.64m以下、灰黄褐

色砂泥の地山。

-0.15m、嘉永の大火の焼土を含む整地層（八

弁の小菊文の軒丸瓦)。

No3 -0.2m、i斤世の東西溝。-0.4mで築地の

基壇。Nol6;-0．1m、近世の石組の南北溝。本

文3ページ。

-1.5m、鎌倉の包含層（土師器皿)。

-0.15m以下、近世以降の猪熊小路路面11。

-1.4m以下、褐色細砂の地山。

-1.2mで江戸の包含層（土師器皿、フイゴの羽

口)｡No3;-1.3m、室町の包含層（土師器)。

-0.56m,室町～桃山の包含層(土師器皿)｡-0.73

m、中世の包含層（土師器皿、須恵器鉢、緑釉

陶器、青磁)。

-0.9.-1.42m、室町の包含層2(土師器皿)、

-1.58m以下、暗褐色砂泥の地山。

巡回時、工事終了

-0.26.-0.71m、2層の氾濫堆積。

Nol;-0.85m、時期不明の整地層。NO2;-1.6

m以下、灰黄褐色粗砂礫の地山。

-1.0mで平安中～末期の大炊御門大路北側溝

(土師器皿、白土器高杯・椀、瓦器椀、緑釉陶

器、白磁、青磁椀、石製鍋、瓦)｡HL127と同

一調査。本文18ページ。

-1.0mで平安中～末期の大炊御門大路北側溝

(土師器皿、白土器高杯・椀、瓦器椀、緑釉陶

器、白磁、青磁椀、石製鍋、瓦)｡HL126と同

一調査。本文18ページ。

Nol;-0.9m、平安後期の包含層、それを切つ

て室町の土塘。-1.2m、平安中期の包含層。NC

2;-0.3m、江戸の東西石組溝。NQ4;-0.15

m、江戸の南北石組溝。NQ6;-0.2m、江戸の

円形石室｡南地点でヨーロッパ陶器｡NQ7；－1．3

m、室町の土塘。No8;-0.4m、江戸の瓦土擴‘

HL224

HL143

HL239

HL163

HL225

HL233

HLO15

HL289

HL241

HL125

HLO23

HLOl6

HLO62

HL144

HLO66

HLO73

HL188

HL339

HLO36

HL126

HL127

HL192

１
２
２
３
２
２
３
３
３
３
３
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

三条一坊二町

町
町
七
四
坊
坊
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条二坊五町

三条二坊五町

三条二坊九町

三条二坊十三町

三条二坊十五町

町
町

一
一
一
一

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条三坊三町

三条三坊五町

町一ハ坊
一
一
一条

一
一
一

町
町
九
十
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条三坊十五町

三条三坊十六町

町
町
一
一
坊
坊
四
四
条
条

一
一
一
一
一
一

三条四坊五町

三条四坊九町

中・西ノ京職司町35－1

中・西ノ京職司町67-79他3筆

中・三条通猪熊西入御供町297

中・三条通堀川西入橋西町664

中・三条通堀川西入橋西町676,676-2,677-1.2

中・押小路通東堀川東入土橋町～押小路通

西洞院東入二条西洞院町地先

中・三条通小川塩屋町～小川通御池下古城

町地先

中・堀川通御池押堀町～御池通烏丸西入龍

池町地先

中・御池通西洞院東入橋之町738,738-5.6

中・釜座通御池上る下松屋町723-1

中・釜座通御池下る津軽町763.764.765、

768-1､神明町69

中．衣棚通姉小路下る突抜町135

中・室町通御池下る円福寺町353他

中・烏丸通二条下る秋野々町523,520-1

中・室町通御池上る御池之町306、両替町

通押小路下る金吹町453-3

中・秋野々町他(烏丸通～二条通）

中・烏丸通御池二条殿町～烏丸通二条秋

野々町地先

中・間之町通二条下る鍵屋町481-4

中・高倉通二条下る瓦町563､左京町140-1

中・三条通堺町西入桝屋町～高倉通御池下

る亀甲屋町地先

中・二条通柳馬場東入清明町659

5/18～6/1

12/22.24.25

4/19.20

4/16.19.20

12/6～8

7/28～9/13

10/12～12/10

11/22～12/3

4/5

6/16.17.22

7/14．16．19

8/30,9/6～17

11/5,12/3

9/28･30

9/16～10/14

6/28～9/13

5/13～8/18

6/24～7/12

12/3．6．7

9/30

8/24.25.30

調査地中央の-0.41mで平安の落込の西肩（瓦）

を切って、-0.9mで平安の土塘（土師器、須恵

器、瓦)、共に朱雀大路東側溝。本文18ページ

-3.2m以下、にぶい黄褐伝‘砂礫の地山。

-1.12m、灰オリーブ色砂泥の地山を切って近

世の東西溝(mg0.9m以上・深さ0.38m、陶器

椀、三条大路北側溝)。

-0.9m、室町の包含層（土師器皿)、-1.3m、

時期不明の土擴。

Nol;-0.57.-0.69m､三条大路の路面｡NQ2

-0.33m、近世の土擴（土師器、天目陶器椀)。

それに切られて時期不明の土壌（土師器)。本

文19ページ。

Nol;-1.4m､時期不明の池状堆積｡NQ3;-0．1

m、時期不明の路面。NO4;-1.6m以下、青灰

色粘土の地山。No6;-0.6m、時期不明の包含

層(土師器)、-0.85m、時期不明の路面。-0.86

m以下、黄褐色砂泥の地山。No7;-1.15m、

室町の包含層（土師器皿)。

Nol～3;-0.15～0.6mで時期不明の路面。NQ

2；-1.2m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。NQ

9;-0.96m，中世の包含層（土師器)｡-1.19

mでにぶい黄褐色砂泥の地山を切って室町の落

込（土師器)｡NQ11;-0.14～0.77mで時期不明

の姉小路の路面10面。No12;-1.05m、明黄褐

色砂泥の地山。NO13;-0.85m、時期不明の包

含層（陶器甕)。

No,2;-1.3m、流木の混入した微砂。-2.0m以

下、オリーブ色砂礫の地山。

-0.3mまで現代盛土。

-0.8mで時期不明の整地層（時期不明の銭貨)。

-1.2mで鎌倉の柱穴（土師器皿)。以下、平安

中期の整地層（土師器皿、須恵器壷、瓦）

-1.63m以下、中世の包含層（土師器、瓦器、

陶器)。

-1.65m、江戸の包含層（陶器、染付)｡-2.65

m、黄灰色粗砂礫の地山。

No2;-1.81m、室町の包含層（土師器皿、陶

器壷)。-2.11m、鎌倉の包含層（土師器皿、白

磁皿、輸入陶器盤)｡-2.41m以下、砂礫層。NQ

3；-1.4m、江戸の包含層（土師器皿、白磁)。

巡回時、工事終了

-0.93m以下、洪水層と整地層。-2.13m、時期

不明の包含層（土師器皿)。

Nol;-1.24m、近世の包含層(陶器鉢)｡No5

-0.58～1.24m，時期不明の路面7。

NO9;-1.35m、室町の包含層（土師器皿)。

-1.45m以下、褐色砂泥の地山。

No.1;-1.32m、時期不明の包含層（瓦、土師

器皿)。-2.0m以下、黄褐色粘土の地山。NQ2

-1.0m、江戸の土塘。No3;-2.2m、時期不明

の包含層（土師器)｡-2.66m以下、暗オリーブ

色砂泥の地山。

-1.5mまで撹乱。

NO2;-2.0m、江戸の包含層(土師器皿)｡-2．3

m以下、灰オリーブ色砂泥の地山。No3;-1．9

m以下、オリーブ褐色砂礫の地山。
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

三条四坊十三町

三条四坊十六町

三条四坊十六町

四条一坊四町

四条一坊四町

町
町
町

四
四
八

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
条

四
四
四

四条二坊九町

四条二坊十一町

四条二坊十一町

四条二坊十三町

四条二坊十四町

四条三坊九町

四条三坊十三町

中．寺町通三条上る天性寺前町529

中・麩屋町通二条下る尾張町234

中・御幸町通二条下る山本町424

中．壬生御所ノ内町26

中・壬生御所ノ内町40

中・新シ町通錦小路下る藤岡町518

中・黒門通四条上る藤岡町514

中・三条通堀川西入橋西町660

中・六角通油小路西入越後町185

中・東堀川通錦小路上る四坊堀川町622-2

堀川高校

中・東堀川通錦小路上る四坊堀川町622-2

堀川高校

中．油小路通四条上る藤本町540、錦小路

通油小路東入空也町488-1

中・錦小路通油小路東入空也町493,493-1

中・室町通三条下る烏帽子屋町486,488、

490-1

下．四条通烏丸東入長刀鉾町26

)/16～30

4/19～21,8/16

9/8～10.13

5/12.14

8/26.31

6/22．23

8/23．24

8/19～27

5/26.28･31,6/1

～3

9/1,12/20

10/22･27.28

12/10･13～17.20

7/5～8

11/29～12/8

9/8～10.13.14

102;-1.2m、中世の包含層（土師器、瓦器)。

-1.5m、時期不明の包含層（土師器)｡NQ4;-

1.37m、室町の包含層（土師器皿、焼締陶器蜜、

白磁鉢)。-1.6～1.85m、東京極大路の路面4

層。-1.9m、平安後期～末期の南北溝（土師器

皿、高杯)｡No5;-2.33～2.98m、古墳～平安

の溝状堆積（土師器皿、甕、布目瓦)｡No6;-

1.93m、鎌倉の落込（土師器、陶器甕)、以下

黒褐伝砂礫の地山。本文20ページ。

-1.55mで平安～鎌倉の土擴（土師器皿、緑釉

陶器椀、瓦器鍋)｡-1.95m以下、暗灰黄色細砂

の地山。

-1.28m、江戸の包含層（財墹)。

-0.89m、流れ堆積。-1.17m以下、明黄褐色砂

礫の地山。

Nol;-0.82mでオリーブ灰色砂礫の地山を切

って鎌倉の湿地状堆積（土師器、瓦)｡NO2;-

0.6m、流れ堆積。-0.85m以下、にぶい黄色粗

砂礫の地山。

-0.3m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

-0.64m以下、暗緑灰色砂礫の地山。

-0.96m、平安後期の包含層（土師器皿、須恵

器斐)。-1.06m以下、黄褐色粘土の地山。

Nol;-0.9m、近世の土擴（土師器皿、青磁椀

染付椀、土師質椀・塩壺、陶器播鉢、白磁椀、

曲物、下駄、漆器椀・盆)｡No3;-1.75m以下

にぶい黄褐色細砂の地山。本文8ページ。

巡回時、工事終了

-1.57mで時期不明の包含層(土師器皿)｡-1.75

m以下、鎌倉～室町の包含層(土師器皿)。-1.79

m以下、流れ堆積。

No2;-1.3m、平安後期の包含層（土師器皿)。

NO3;-0.55m、鎌倉の包含層（土師器皿、陶器

甕)｡NQ4;-1．0m･-1.1m、平安後期の包含層

(鉄製品、土師器皿、白磁椀、青白磁、灰釉陶

器)｡-1.45m、平安後期の土城（土師器皿、白

磁、灰釉陶器椀)｡No5;-0.7m、鎌倉の包含層

(土師器皿、瓦器、陶器喪)。-1.25m、平安後

期の包含層（土師器皿・椀)。-1.65m、平安の

包含層(土師器、緑釉陶器、黒色土器甕)。-1.85

m以下、オリーブ色微砂の地山。

NQ1 -1.22m以下、平安後期．室町の包含層

(土師器皿、白磁、須恵器喪)｡NQ2 -1.09m

平安後期の包含層（緑釉陶器、灰釉陶器、土師

･器)｡NO3;-0.66m、平安後期の整地層・包含

層（灰釉陶器椀、土師器皿、瓦)｡-0.96m以下

暗灰黄色砂泥の地山。

NQ2；-1.05m以下、暗褐色砂泥の地山。NQ3；

-0.5m･-0.8m、江戸の包含層2(染付・土師

器皿)｡-0.95m、時期不明の包含層(土師器皿）

-1.12m以下、黄褐色砂泥の地山。

NQ2;-0.9m，中世の包含層(陶器甕・皿、瓦）

-1.18m以下、四条大路の路面◎-1.43m、灰黄

色微砂の地山。NO3;近世の井戸4基。NQ4；

-1.1m、四条大路の北築地。-1.18m、路面2

と北側溝（平安末期頃の土師器皿)。本文20ベ
、●

ーン◎
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

四条三坊十四町

町
町
八
七
坊
坊
四
二
条
条
四
五

五条二坊十一町

五条二坊十二町

五条三坊一町

五条三坊二町

五条三坊十六町

五条四坊二町

五条四坊七町

五条四坊八町

五条四坊十一町

五条四坊十二町

五条四坊十四町

五条四坊十四町

六条二坊一町

町
町

一
一
一
一

坊
坊

一
一
一
一
一

条
条

一
ハ
ー
ハ

六条三坊四町

中・東洞院通蛸薬師下る元竹田町627-1.3

中・堺町通三条下る道祐町136,138,140-1

下・堀川通綾小路下る綾堀川町298他一筆

下．高辻通堀川東入西高辻町197

下・松原通油小路西入橘町39-2

下・西洞院通四条下る妙伝寺町692

下・新町通綾小路下る船鉾町399

下・東洞院通四条下る元悪王子町46-1

下・綾小路通東洞院東入神明町235,235-4

下・仏光寺通柳馬場西入東前町419-1,421

下．綾小路通柳馬場西入綾材木町193

下・富小路通仏光寺下る筋屋町141

下・松原通富小路東入松原中之町491

下・寺町通高辻上る恵比須町536-1

下・御幸町通仏光寺下る橘町437学校歴

史博物館

下・猪熊通五条上る柿本町679-1

下・黒門通五条下る柿本町594-14

下・松原通西洞院東入藪下町2.2-1,西洞

院通松原下る永倉町567

下・西洞院通五条下る小柳町500-3.4

6/14～17．21．2

9/20･22･27

8/23.25.27

12/22.24

9/28～10/20

9/1～3

7/27～8/6

11/29～12/20

12/3～17

9/1～21,12/24

7/26.27

9/2～8,10/4．7

12/6～8.10

8/5．6

11/8

4/22～5/6

8/17～19

6/15.17.21.22

9/22.27

Nol;-1.85m、時期不明の包含層（瓦器、土

師器皿)｡-1.9m以下､流路状堆積｡No2;-1.15

~1.53m、路面4｡-1.53m、中世の包含層（瓦

器羽釜)｡-1.9m以下、流路状堆積。NQ3;-2.5

m、平安後期の土塘（土師器皿、須恵器）

-0.99m以下、室町・近世の包含層（土師器)。

Nol;-0.7m、近世の包含層(土師器皿)｡-0.9

mでにぶい褐色砂礫の地山を切って時期不明の

土擴。NO2;-0.13m、近世の包含層。-0.32m

室町の包含層（土師器皿)｡-0.49m、室町・中

世の土擴・包含層（土師器皿、白磁皿、瓦器)，

-0.63m、黄褐色砂泥の地山。

-1.1m、平安～室町の包含層（土師器、須恵器

瓦)｡-1.2m以下、褐色砂泥の地山。

NO1;-1.3m、黄褐色微砂の地山。NQ2;-0.5

m、近世の包含層（土師器皿)。-0.8m、にぶ

い黄褐色砂泥の地山。NO3;-0.7mで室町の包

含層（土師器皿)。

No.1;+0.27m、近世の包含層。-0.9m、10cm

大の礫敷層。No2;-1.75m、黄灰色砂礫の地山‘

NQ4;-1.32m、近世の包含層（陶器)｡-1.57

m、時期不明の包含層。-1.87m以下、暗灰黄

色砂礫の地山。No5;-1.55m、室町の包含層

(須恵器、灰釉陶器)｡-1.85m以下、にぶい黄

色泥砂の地山。NQ6;-1.6m、大規模な平安中

期の土猫。NQ7;-1.1m、鎌倉の包含層（土師

器皿)。-1.45mで明黄褐色砂礫の地山。

-1.75m、平安後期の包含層(土師器皿)｡-1.87

m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

NO1;-0.7m･-1.15m、江戸の包含層（土師

器皿)｡No2;-0.95m、時期不明の包含層（土

師器皿)｡-1.23m、平安後期の包含層（土師器

皿)｡NQ4;-0.9m、平安～鎌倉の包含層（土

師器皿、須恵器鉢)｡-1.35m、平安後期の包含

層（土師器、須恵器)｡-1.5m、平安の包含層

(土師器皿・甕、灰釉陶器椀・壷、製塩土器)。

-0.3m以下、近世の包含層。

-1.0mまで現代盛土。

No1;-0.93m、近世の包含層。NO3;-0.51m、

江戸の包含層（染付碗)｡-1.21m、中世の包含

層（陶器甕)｡-1.46m、室町の包含層（土師器

皿）

No.1;-0.63m、近世の洪水層。NQ2 -1.78m、

平安末期の包含層（土師器、灰釉陶器)。

-0.13m、近世の整地層。

-0.52m、焼土層。

Nol;-0.77m、室町の包含層(陶器椀)｡-1.07

m、時期不明の落込（土師器皿・甕、白磁椀)。

-1.42m、平安後期の包含層(土師器皿)｡NQ2;

-1.05m、平安の包含層（土師器、須恵器甕、

灰釉陶器椀）を切って平安末期～鎌倉の土擴1

(土師器皿、須恵器甕・鉢、白磁皿、陶器甕)。

-0.6m、近世の包含層（染付、桟瓦）

NQl；-1.39～1.69m、時期不明の路面3．1．99

m以下、中世の流れ堆積（土師器皿、瓦器盤、

白磁、陶器饗)｡NO2;-2.18m、時期不明の落

込。-2.38m以下、黄榿色砂礫の地山。

-1.5m以下、近世の西洞院川の流れ堆積層。

HLO89

HL234

HL187

HL343

HL245

HL205

HLl46

HL307

HL317

HL206

HL145

HL207

HL322

HL166

HL291

HLO32

HLl76

HLO92

HL237

５
５
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４
４
５
５
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

六条三坊八町

六条四坊八町

六条四坊十六町

七条三坊一町

七条三坊三町

町
町
三
四
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
七
七

七条三坊九町

七条三坊十六町

町
町
三
五
坊
坊
四
四
条
条
七
七

七条四坊五町

町
町
町

十
一
一

坊
坊
坊

四
一
二

条
条
条

七
八
八

町
町
町
町
町

封
一
》
一
割

八
八
八
八
八

町
町
一
五
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
八
八

八条三坊十四町

八条四坊十一町

八条四坊十五町

九条二坊十四町

九条四坊五町

九条四坊十二町

九条四坊十三町

九条四坊十六町

下・新町通松原下る修徳公園

下．松原通堺町西入杉屋町275

下・麸屋町通松原下る上鱗形町520.522

下．若宮通六条下る若宮町541

下・西洞院通正面下る鍛冶屋町450

下・新町通正面下る平野町772

下・七条通新町西入夷之町694

下・諏訪町通六条下る上柳町215他7筆

下・不明門通花屋町上る仏具屋町地先

不明門通楊梅下る上平野屋町地先

下・東洞院通上数珠屋町下る廿人講町35.49

下・七条通間之町東入材木町484

下・間之町通七条上る堀詰町～七条通高倉

東入材木町地先

下・河原町通若宮町472他

下・観喜寺町10-18

下・猪熊通木津屋橋上る樽屋町380-1,382、

382-1

下・油小路通木津屋橋下る北不動堂町483,486

南・西九条北ノ内町5

南・西九条北ノ内町42-13.14.16の各一部

下・塩小路通西洞院西入南不動堂町地先

下・七条通新町西入夷之町721

下・西洞院通七条下る東塩小路町603他

南・西九条北ノ内町5-5

下・東塩小路町地内

下・東七条上ノ町15～西ノ町197

下・川端町12，10－2，56

南・西九条春日町13九条弘道小学校

南・東九条上御霊町12-1

南・東九条宇賀辺町8－2．5

下・東九条宇賀辺町～東九条河西町地内

下・屋形町7-1

8/18～21

10/12～19

6/17,7/23.26～

29

10/25～29,11/2

8/3～30

9/28,10/1.4

4/20～22.26

9/8～10,13.16

6/14～8/3

8/6･10

6/9～14

7/29～8/3

6/22～7/29

6/8

10/28･29

12/15

7/13～19

8/30

5/17～6/10

5/14～6/2

10/28･29,11/2

4/12～5/31

12/1～15

6/17～7/15

12/8

11/8

1l/4～12/7

11/8～10

8/2～30

6/7～16

樋口小路北側溝および内溝と考えられる東西溝

2条｡近世後半の井戸･土擴数基｡本文10ページ。

-1.84mまで近世層。

Nol -1.02m以下、鎌倉・室町・近世の包含

層（土師器皿、陶器鉢、焼締陶器甕、瓦器三足

羽釜)｡No2 -1.38m、平安後期の包含層（土

師器皿、羽釜、白磁、須恵器喪)。敷地全体に

平安後期～鎌倉の池。最下層は流れ堆積。

Nol;-0.78m、平安の包含層（土師器、黒色

土器、緑釉陶器)｡NQ2;-0.32m、時期不明の

包含層（土師器)｡-0.62m、平安～鎌倉の包含

層（土師器)｡-1.02m以下、黄灰色砂泥の地山。

-1.4m、平安後期の包含層（土師器皿)｡-1.8

m以下、暗灰黄色砂礫の地山。

-0.9mで黒褐角砂泥層を検出。発掘調査済地点。

NQ1;-1.15m、室町の落込（土師器皿、陶器

甕)｡NQ2;-0.9m、近世の包含層。-1.25m以

下、暗灰黄色砂礫の地山。

NQ1;-0.85m、中世の包含層(土師器)｡NQ2;

-1.0m、室町の包含層（土師器皿)。

No.3;-1.2m以下、平安・室町の包含層（土師

器皿、灰釉陶器壷)。-1.55m以下、にぶい黄褐

色細砂の地山。NQ14;-0.45m以下、時期不明

の路面4。

-1.63m以下、灰黄褐色粗砂の地山。

-0.51m、時期不明の包含層(土師器皿)｡-1.41

m以下、明黄褐色砂礫の地山。

-1.9mまで撹乱。

-0.9m以下、流れ堆積。

-0.95m以下、湿地堆積。

-0.15mで黒色砂泥を検出。

-0.9mまで現代盛土。

-0.8mまで現代盛土。

-0.99mまで現代盛土。

-1.11m、時期不明の包含層（土師器)。

-1.6m、平安の包含層（土師器皿、須恵器甕）

-1.8m以下、流れ堆積。

巡回時、工事終了。

-0.65m、コークス盛土内より近代の汽車土瓶

の本体・蓋・湯呑が多量に出土。土瓶に｢姫路
「大津」等の駅名が記入されている。

-1.4mまで現代盛土。

-3.0m以下、褐色砂礫の地山。

-0.5mまで現代盛土。

-1.26m、近世の包含層（陶器)。

」

Nol;-0.85m、室町の包含層（土師器皿)｡No

3;-0.7m、時期不明の包含層（土師器)｡NQ

5；-1.05m、平安後期の包含層（土師器皿、

丸瓦)｡No.7;-0.73m、時期不明の落込（土師

器皿)｡NQ8;-0.55m、時期不明の落込（土師

器皿)｡-0.7m以下、にぶい黄褐色泥砂の地山

Noll;-0.39m、時期不明の南北溝。

-0.97mまで現代盛土。

-0.85m、時期不明の包含層（土師器皿)。以下

氾濫流れ堆積の砂礫層。

-1.13m以下、旧河川の流れ堆積。

HL183

HL260

HLO94

HL274

HL160

HL246

HLO29

HL215

HLO90

HL167

HLO85

HL151

HL102

HLO83

HL277

HL338

HL122

HL202

HLO56

HLO55

HL276

HLOO8

HL314

HLO95

HL327

HL292

HL285

HL293

HL158

HLO80
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平安京右京(HR)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

路
路
路
町

大
大
大
鯲

条
条
条
班

一
一
一
北

町
町
三
五
坊
坊

一
一
一
一
一

辺
条
北
一

一条四坊十二町

二条二坊一町

二条二坊十六町

二条二坊十六町

二条三坊七町

二条三坊八町

二条三坊十一町

二条三坊十六町

二条四坊八町

二条四坊十二町

三条一坊七町

三条一坊十四町

三条二坊十町

５
５
５

２
２
２

町
町
町

西
西
西

入
入
入

東
東
東

一
別
茎
別
一
別

御
御
御

通
通
通

条
条
条

一
一
一

上
上
上

北．大将軍一条町173

北・大将軍南一条町48-2大将軍小学校

中・西ノ京円町19-4

右・太秦安井小山町8-1

中・西ノ京両町9－5

中・西ノ京円町8,西円町1-1

中・丸太町通南側､佐井通～西大路通地内

中・西ノ京春日町16-43

中・西ノ京春日町9,16-6

中・西ノ京小堀池町4-1.11,5-2,16,27-1

右・花園八ツロ町10－6

右・花園車道町1花園小学校

右・太秦安井柳通町14-l安井小学校

中・西ノ京星池町地内

中・西ノ京月光町1-13

中・西大路通西側､太子道～三条通地内

4/12

4/12

4/20

5/17～31

10/13

10/29,11/2

8/27.30

9/7～13

6/4．8．9

11/2～24

7/14～21

6/23.24.30

4/1～12

11/4･5･8～12.15

11/9

11/8

10/28

4/1.2.5,9/20

5/6～6/23

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了

巡回時、工事終了

調査地中央から南にかけて、-0.57mで平安前

期の池状堆積（土師器甕、須恵器杯・甕・鉢

緑釉陶器)。調査地北東部、-0.86m以下、にぶ

い褐色砂礫の地山。

耕作土層のみ。

-2.58m、江戸の包含層。-2.98m、時期不明の

包含層。-3.43m以下、黒色礫の地山。紙屋川

西岸の江戸の盛土部分。

NO1;-0.71m､室町の包含層(土師器皿)｡-0.89

m、にぶい褐色砂礫の地山を切って室町の土壌

と平安中期の池状堆積。NQ2;-0.85mで無差

小路の西側溝。本文21ページ。

-1.0mまで現代盛土。

Nol;-0.55m、時期不明の南北方向の溝状遺

構（幅0.85m以上・深さ0.5m以上)。その西側

で土塘3，1基は室町(土師器皿)｡NO2;-2.68

m、厚さ0.1mのアカホヤ火山灰層。

NO6;-0.6m、御土居の盛土、西側斜面の肩口。

-1.15m、火山灰。NQ7;-0.65m、時期不明の

包含層。その他は-0.64～1.15m以下、地山

No.1;-1.01m以下、にぶい黄榿色微砂の地山。

NO2;-0.44m，灰黄色粘土の地山を切って平

安中期の春日小路北側溝（土師器高杯、褐釉陶

器、須恵器甕)。本文22ページ。

No1;-0.43m、黄褐色泥砂の地山を切って時

期不明の柱穴3，南北溝1｡NQ2;-0.54mで

平安中期の包含層（土師器皿・高杯)｡-0.73m

以下、明褐色粘土の地山。No3;-0.43mで平

安中期の南北溝。NO4;-2.0mで時期不明の井

戸 本文22ページ。

-1.56mで時期不明の包含層(土師器皿)｡-1.64

mで平安中期の包含層（土師器皿)。-1.86m以

下、オリーブ色粘土の地山。

No.1 ＋0.13m以下、灰黄褐色砂礫の地山。NO

2;+0.6m、平安前期～中期の柱穴(土師器．

須恵器)｡NQ5;+0.3m、時期不明の土擴と落

込。No6;+0.36m、時期不明の柱穴。+0.4

mで時期不明の柱穴。

-1.6mまで現代盛土。

-0.58mまで現代盛土。

-0.3m以下、にぶい黄褐色砂礫の地山。

No.1;-0.8m以下、明褐角砂泥の地山。Nq2

-0.4m以下、黄褐色泥砂の地山。

No.1;-0.57m、平安の土塘（幅0.52m・深さ

0.23m，土師器)｡-0.9m以下、榿色砂泥の地

山。No4;-0．33．0．37m、路面2(推定二条

大路内)｡-0.42m以下､灰色砂礫の地山｡NQ10；

-1.23mで時期不明の池状堆積（土師器皿)｡No

13;-1.0m、池状堆積。NQ15;-0.65m、にぶ

い黄褐色粘土の地山を切って弥生～古墳の落込。

No.16;-0.49m、平安の包含層（土師器、灰釉

陶器)｡-0.67m、時期不明の包含層（土師器)。

-1.0m以下、明褐色粘土の地山。NQ22；-0.45.

-0.8m、時期不明の包含層2(土師器)｡No23;

HRO11

HRO13

HRO30

HRO57

HR264

HR280

HR198

HR212

HRO77

HR281

HR124

HR104

HROO1

HR286

HR297

HR294

HR278

HROO2

HRO40

９
９
９
８
８
９
８
９
９
９
８
８
８
８
８
８
９
９
９
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査No. 図版

三条四坊九町

四条一坊一町

四条一坊十五町

四条二坊六町

四条三坊三町

四条三坊十二町

四条四坊十町

四条四坊十五町

四条四坊十六町

五条一坊六町

五条二坊一町

五条二坊十五町

五条三坊五町

五条三坊十町

五条三坊十四町

五条四坊十三町

六条一坊二町

町
町
町

六
八
十

坊
坊
坊

一
一
一

条
条
条

一
ハ
｛
ハ
ー
ハ

町
町
町

三
四
六

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条
条

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

右・太秦安井二条裏町15

中・壬生朱雀町27-3.4

中・壬生中川町20-1朱雀中学校

中・壬生渕田町18-2

右・西院春日町3-1西院小学校

右・西院乾町66,97-3,100

右・山ノ内中畑町～西裏町他地内

右・山ノ内苗町21,21-1

右・山ノ内苗町53,17-1,16の一部

中・壬生松原町53-4

中・壬生束土居ノ内町20朱雀第七小学校

右・西院北矢掛町39-3

右・西院太田町14

右・西院久田町77

右・西院日照町94,95-1.2

右・西院西田町33

下・中堂寺北町9-6

下・中堂寺南町63-1

下・中堂寺北町23朱雀第三小学校

下・中堂寺庄ノ内町56-9･10･12の一部

下・西七条赤社町31,32,50

下・西七条赤社町8-3

下・西七条東御前田町23

6/10～17

11/30～12/8

9/13.16

5/25.26.31

11/10

9/24～28

7/29～8/30

9/3

11/26

5/10.13.14.17

～20

12/21･22.27

10/12～15

7/19.21～23

11/9～11

5/19～31

4/27

9/13.14

5/10

10/19

5/13.14

8/9～18

10/6

8/25.27

-0.45mで中世の包含層（瓦器)｡-0.7m以下、

明褐色砂泥の地山。No25;-0.8m，明黄褐色砂

泥の地山を切って平安後期の落込（土師器皿、

須恵器喪・鉢、灰釉陶器壷、緑釉陶器皿)｡No

26；-1.55m、平安中期の包含層（土師器、

色土器椀)｡-1.65m以下、褐色粘土の地山。

黒

-0.21m、時期不明の包含層(土師器皿)｡-0.43

m以下、褐色砂泥の地山。

Nol;-0.87m、江戸の耕作土(土師皿)｡-1.32

m以下、黒褐色砂礫の地山。

-0.4mまで現代盛土。

Nol -0.15･-0.27m、中世の包含層2(土師

器皿、陶器甕)｡-0.4m、池状堆積。-0.6m以

下、灰色粗砂礫の地山。No.2;-0.1m、時期不

明の包含層（土師器皿、瓦)｡-0.3m、平安中

期の包含層（土師器甕)。-0.56m以下、灰褐色

微砂の地山。NQ3;-0.31m、平安前期の錦小

路北側溝、東西11mにわたって確認。-0.56m

で灰黄褐色微砂の地山。本文22ページ。

-0.3mまで現代盛土。

-1.1mで湿地状堆積。

-0.9m以下、にぶい黄色粘土の地山。

-0.35mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

調杏地西側、-1.15～1.57m、平安前期の池状

堆積（土師器皿、須恵器杯・甕、黒色土器椀、

瓦、木片、木簡2)。本文12ページ。

NQ2;-0.23m、平安～鎌倉の包含層（土師器

陶器)｡-0.3m、時期不明の包含層（土師器)。

-0.4m、明褐色砂泥の地山。NQ3;-0.2m，室

町の包含層（土師器皿)｡-0.45m、灰色微砂の

地山。NQ4;-0.2m、室町の包含層(土師器皿）

Nol;-0.12m、平安の包含層（緑釉陶器、土

師器、須恵器)｡-0.36m以下、灰黄褐色砂泥の

地山。No2;-0.22m、平安前期の包含層（土

師器椀・高杯・甕・鉢)｡-0.66m以下、灰オリ

－ブ色砂泥の地山。NQ3;-0.3mで時期不明の

柱穴3.-0.47m以下、暗灰黄色砂泥の地山。

-0.75m､時期不明の包含層(土師器､瓦)｡-0.69

m以下、明黄褐色粘土の地山。

No.1;-1.01m以下、にぶい褐色粘土の地山。

No2;-1.36m以下、灰オリーブ粘土の地山。

-0.6m、室町の包含層（土師器皿)。-0.69m、

包含層（土師器皿)。-1.07m以下、明褐色粘土

の地山。

+0.5～0.05m、現代盛土。

-0.9m、時期不明の包含層（瓦)。-1.15m以下

黄褐色砂泥の地山。

-0.45mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

調査地東端、-0.69m、時期不明の六条坊門小

路北側溝、調査地西端でも確認。調査地北東角

-0.68m、北西から南東方向の時期不明の流路

-1.03m以下、にぶい黄色砂礫の地山。本文23

ページ。

-0.9m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。

-0.48m以下、暗灰黄色砂泥粘質の地山。

-0.56m、時期不明の包含層。

HRO87

HR311

HR223

HRO63

HR299

HR240

HR153

HR208

HR305

HRO44

HR341

HR263

HR135

HR296

HRO59

HRO38

HR222

HRO45

HR270

HRO54

HR169

HR254

HR193

０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１

１
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１

１

１
１
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１
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１
１
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１
１
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

六条二坊十一町

町
町
町

一
三
伍

勃
劫
勤

条
条
条

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

七条一坊一町

七条一坊十四町

七条一坊十四町

七条一坊十五町

七条二坊五町

七条二坊十五町

七条三坊一町

七条三坊四町

七条三坊十一町

八条二坊十二町

八条二坊十六町

町
町
町
町

六
三
三
八

珊
珊
端
劾

結
好
舟
条

八
九
九
九

九条二坊十二町

九条二坊十三町

九条三坊十五町

右・西院東中水町～下・西七条赤社町地

先

右・西院寿町14他

右・五条通南側、佐井西通～西大路通地内

右・西院久保田町6-6の一部､6-7の一部､6－

13の一部､6-15の一部

下・朱雀分木町28-1他

下・西七条御領町32七条中学校

下・西七条御領町32七条中学校

下・東御前通､西高瀬川～七条通地内

下・西七条北西野町39-1

下・西七条八幡町～西七条掛越町

右・西院西中水町3､溝崎町20,下･西七条八

幡町5名倉児童公園

下・花屋町通～七条通､佐井通～西大路通

地内

右・西京極中溝町地内

下・七条御所ノ内本町89-2.3の一部

下・西七条南衣田町12-3

右・西京極佃田町11-4.9.40

１
２
－
－
０
０
２
２
町
町
寺
寺
西
西
橋
橋
唐
唐
南
南

下・南・西大路通両側､八条通～九条通他

地内

南・唐橋西平垣町7

南・唐橋西平垣町13-1

南・吉祥院前河原町22,23,24,25

9/7～12/15

7/2．5

9/20.22

8/30～12/24

11/10～29

7/29～9/2

9/27～10/20

7/16～9/10

12/8～10

8/26～9/10

12/10･13.15

6/14～10/18

8/19.20

10/12

12/20～21

8/2．4

8/2～9/21

8/2～10/13

6/21～10/26

4/26

6/9,8/16

12/3～15

No.7;-0.5m、時期不明の土擴。NQ9;-0.45

m､時期不明の落込｡NO13;-0.27m､時期不明の

土嫡｡No24;-0.5m､時期不明の包含層｡No25

-0.77m，弥生～古墳の包含層（須恵器鉢)。

-0.46m、耕作土。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

N01･2;-0.95m以下、黄灰色粘土の地山。

-0.7m、包含層（土師器)｡-0.8m以下、暗灰

黄色砂泥の地山。

-1.12m以下、暗褐色砂泥の地山。

No.2;-0.25m、時期不明の包含層（須恵器)。

No.5;-0.47～1.07m、路面及び整地層5(北

小路の路面？）。-1.07m以下、黄褐色粗砂礫の

地山。NO12;-0.42m、近世の包含層（陶器)。

-0.54m、時期不明の包含層（土師器)｡-0.76

m以下黄褐色砂泥の地山。NQ16～20;-1.02m

以下、黄褐色砂泥の地山。

Nol;-0.33m、湿地状堆積。-0.7m、鎌倉の

包含層(土師器、須恵器、瓦器、白磁)｡NQ2;

-0.5m、平安のピット（土師器・須恵器)｡-0.6

m、平安～鎌倉のピット(土師器・瓦器)。-0.63

mで暗オリーブ色砂泥の地山を切って鎌倉の土

澱（土師器・瓦器・須恵器)。

-1.15m以下、黄褐色砂礫の地山。

-0.91m以下、褐色砂泥の地山。

NO27;-0.9m､時期不明と平安の落込2｡No28;

-0.6m、佐井川の流路堆積。NQ33;-1.05m、

野寺小路の路面。NQ36．37;-0.96～1.17m、

北小路の路面。No39;-1.04m、佐井大路路面

と平安～中世の佐井川の落込。NQ40;-0.57m、

佐井大路の路面。N041･42．44．46;-0.5m以

下、佐井川の堆積。No.43;-1．0～1.35m、佐井

大路の路面。本文25ページ。

-0.8～0.9m、平安の包含層（須恵器蓋、土師器)。

＋0.4～0mまで現代礁土。

-0.43m、時期不明の包含層（土師器)｡-0.6m、

時期不明の包含層（陶器)｡-0.9m、平安前期

～鎌倉の湿地状堆積（土師器、灰釉陶器)。

-2.2m以下、耕作土。

巡回時、工事終了

巡回時、工事終了

No4;-0.4m、時期不明の包含層（土師器、須

恵器)｡-0.96m、板を検出。板の下層から桃山

～江戸の包含層（土師器皿、陶器椀)。墓の可

能性あり。Nq5;-0.6m、中世の包含層｡NQ10；

-0.5～1.32m、池状堆積。以下、灰オリーブ砂

礫の地山。NO16;-1.06m、時期不明の包含層

(須恵器杯・甕)｡No.27;-0.85m以下、黄灰色

砂礫の地山。

-1.11m以下、流れ堆積。

巡回時、工事終了。

Nol;-1.06m以下、黄灰色粘土の地山。

HR211

HR114

HR235

HR201

HR298

HR152

HR243

HR130

HR328

HR196

HR332

HRO91

HR180

HR262

HR340

HRl55

HR156

HR157

HRO98

HRO35

HRO86

HR318
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洛北地区(RH)

太泰地区(UZ)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡．

神宮寺跡

北野遺跡

北野遺跡

北野遺跡

北野遺跡

北野廃寺．

北野遺跡

北野廃寺．

北野遺跡

尊重寺跡

相国寺旧境内

聚楽第跡

聚楽第跡

岩倉忠在地遺跡

北・上賀茂岩ヶ垣内町100

３
０
－
９
鞭
町
町
田
芝
榊
南
茂
鴨
賀
下
上
左
北

左・松ヶ崎芝本町12-1

北・上賀茂本山～北大路町他地内

左・下鴨南芝町51,51-4

北・上賀茂畔勝町81

北・上賀茂烏帽子ケ垣内町1上賀茂小学

校

北・上賀茂山本町53，54

上・一条通御前西入西町27,26-1,25-1.2.4

上・一条通御前西入西町

上・一条通御前西入西町2-3

北・北野紅梅町22

北・北野東紅梅町地先

北・北野下白梅町44-2

上・五辻通浄福寺東入一色町3,5-2

上・室町通上立売上る室町頭町266-2.3

上・一条通、千本通～智恵光院通

上・一条通千本東入伊勢殿構町～一条通智

恵光院西入北新在家町地先

左・岩倉下在地町洛北第二区画整理地区

公園

4/14･15･19

6/4．8．9

6/7～10

6/28.29

8/24～10/26

8/26.27

10/18.20～22

12/3

10/13～20

5/11～21

7/19～29

7/21

10/8

8/23

9/6

8/17.18

12/7～9

4/5～6/9

8/20～10/21

8/26.27

調査地東北部で古墳の竪穴住居2（庄内～布留

式の土器)。本文26ページ。

-0.47m以下、オリーブ灰色粘土の地山。

-0.48m、室町の包含層（土師器皿)｡-0.8m以

下、にぶい黄榿色砂泥の地山。

-0.5mで古墳の包含層（土師器)｡-0.55mで古

墳の柱穴（土師器喪・壷)｡-0.67m以下、明褐

色砂泥の地山。

NQ3;-0.36m、時期不明の包含層。-0.5m以

下、褐色砂泥の地山。No5;-0.25m･-0.38m、

時期不明の路面2｡-0．5m以下、にぶい黄褐色

砂泥の地山。No6;-0.55m、時期不明の路面。

NO18;-0.2m、時期不明の包含層。-0.8m以下、

暗褐色砂礫の地山。

-0.05m、耕作土。-0.85m以下、黄灰色粗砂の

地山

NQ1;-0.06m、耕作土。-0.26m、時期不明の

包含層。-0.74m以下、褐色砂泥の地山。NQ2

+0.03m，耕作土。-0.06m以下、にぶい黄褐

色泥砂の地山。

Nol;-1.4m以下、褐色砂礫の地山。NQ2；-

0.73m、褐色粘土の地山を切って時期不明の落

込。No3;-1.0m、褐色砂礫の地山。

Nol;-0.88mまで近世以降の包含層。Nq2；－

0.49m、岩盤。

-1.0mで近世の落込（瓦)、-1.25m以下、黄褐

色砂泥の地山。

平安前期の南北溝1条。室町の柱穴3基。本文

30ページ。

-0.4mまで現代盛土。

+0.1mまで現代盛土。

-1.05mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

Nol;-0.45m、近世の整地層。-0.83m以下、

にぶい黄褐色砂礫の地山。No2;-1.66m以下．

黄褐色細砂の地山。

No2;-1.8m、時期不明の包含層（土師器)。

NQ3;-0．2～1.0m、時期不明の路面・整地層。

NQ3．9．18;江戸以降の路面。NO18;-0.74

mで室町～近世の包含層（土師器皿、塩壺)。

NQ19;-0.53mで時期不明の包含層（土師器皿)｣

Nol～4；黄褐色系の地山。

-1.7m以下、褐色砂礫の地山。

RHO18

RHO76

RHO81

RH111

RH191

RH197

RH268

RH316

RH265

RHO48

RH132

RH138

RH255

RH184

RH210

RH175

RH325

RHOO3

RH182

RH194

15-5

15-5

15-5

15-5

15-5

15－5

15－5

15－5

15－5

14－3

14－3

14－3

14－3

14－3

14－3

14－1

14－2

14－4

14－4

15－3

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

円宗寺跡．

円乗寺跡

円乗寺跡

常盤仲之町遺跡

広隆寺旧境内

右・一条通鳴滝本町～御室大内

右・御室大内～竜安寺塔ノ下町

右・常盤窪町1-16.17.141

右・太秦蜂岡町31右京区役所

9/20.22.28

8/9～9/17

4/19～22.26

6/23

巡回時、工事終了。

-0.18～0.35m以下、黄褐色系の地山。

-0.65m以下、灰オリーブ色砂泥の地山。

-0.7mまで現代盛土。

UZ236

UZ170

UZO26

UZ105

17-1

17-1

６
６
１
１



北白川地区(KS)

南・桂地区(MK)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

法成寺跡

田中構 え 跡

北白川廃寺

北白川廃寺．

上終町遺跡

北白川廃寺．

上終町遺跡

池田町古墳群

岡崎遺跡．

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

岡崎遺跡．

延勝寺跡隣接地

岡崎遺跡．

尊勝寺跡

岡崎遺跡．

得長寿院跡

上．荒神口通河原町東入上生州町197

左・田中門前町他地内

左・北白川大堂町53

左・北白川東瀬ノ内町15-2.4

左．北白川東瀬ノ内町50-1の一部

左・北白川下池田町109-1

左・岡崎入江町1-1錦林小学校

左・岡崎東福ノ川町9白河養護学校

左・岡崎北御所町

左・岡崎道両側、春日北通～丸太町通地

内

左・仁王門通新高倉東入北門前町488

左・聖護院円頓美町

左・岡崎徳成町5

5/11～14,12/8･

10

5/28

6/8．9

5/11.13

10/4．5

9/9.10

11/11.15

4/12

4/19～21,8/16

12/6～22

5/7．10

4/20

4/13.19

調査地南西部、-1.0mで近世の北西から南東方

向の中川の放水路を検出。水路は水路幅約1.8

m、両岸は3段(1.1m)以上の石積。水路上

に長さ約2.3mの蓋石を10本確認。蓋石はこれ

より北側では検出できず。

巡回時、工事終了。

調査地南西部、-0.71m、室町の包含層（土師

器皿)｡-0.91m、時期不明の包含層（平瓦､縄文

土器)。-1.06m、飛鳥の包含層(土師器杯・甕）

0m、白鳳期の包含層（瓦)。

-0.4mまで現代盛土。

-0.66m･-0.74m,時期不明の包含層2(土師器)。

Om、近世の包含層。

-2.0mまで現代盛土。

-0.67m以下、灰白色微砂の地山。

NO2;-0.3m以下、黄褐色粗砂の地山。NQ4；

-0.65m以下、灰白色砂泥の地山。NQ6;-0．4

m以下、黒褐色粘土の地山。NQ7;-1.07m以

下、灰白色砂礫の地山。NQ8;-0.65m以下、

にぶい黄褐色粘土の地山。

-0.15mまで現代盛土。

-0.9m以下、にぶい黄榿色細砂の地山。

-0.5m以下、流れ堆積。

KSO50

KSO68

KSO82

KSO49

KS249

KS216

KS300

KSOO9

KSO25

KS323

KSO41

KSO28

KSO17

19－1

18

15-2

15-2

15-2

15-2

18

18

18

18

18

18

18

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査Nq 図版

中久世遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

松尾十三塚古墳群

革嶋館跡

上里北ノ町遺跡

南・久世中久世町四丁目19,20

南・久世中久世町4丁目61-1

南・久世殿城町1,2,6,7,9,10

西・松室追上ケ町他地内

西・川島玉頭町38

西・大原野石見町61-2

8/3.4

10/19～22,25

11/29.30

4/16～5/12

11/11

7/16.19

-0.52m、飛鳥の包含層（須恵器)｡-0.6m、庄

内期の土師器を含む湿地状の堆積。

NO1 -0.15m、時期不明の包含層。-0.27m．

-0.37m、平安中期の包含層(土師器杯)｡-0.53

m、時期不明のピット。-0.53m以下、黄灰色

砂礫の地山。NQ2;-0.35m、古墳時代の包含

層（土師器、須恵器)｡-0.48m、古墳時代の落

込（土師器高杯・壷・甕)｡NQ3;-0.22m以下、

灰褐色砂礫の地山。

99年試掘調査済地点。試掘調査で検出した遺構

の延長部を確認。

調査区北側、-1.0m前後で黄色系砂泥・粘土の

地山。調査地南側、-1.0m前後で灰色系泥土の

温地堆積。

-0.4mまで現代盛土。

-1.04m以下、明黄褐色粘土の地山。

MK161

MK269

MK310

MKO21

１
１
０
３
３
１
岻
皿

２
２
２
５
４
１－－

７
７
７
９
９
７

２
２
２
１
１
２



洛東地区(RT)

鳥羽地区(TB)

－64－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

法興院跡

鳥辺野･旭山古墳群

六波羅政庁跡

六波羅政庁跡

六波羅政庁跡

六波羅政庁跡

法住寺殿跡

安朱遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遣跡

中臣遣跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡．

中臣十三塚

中．河原町通夷川上る指物町325

東・今熊野阿弥陀ヶ峰町

東・鞘町通五条下る鞘町一丁目～正面通川

端東入鍵屋町地先

東・五条橋東4丁目417

東・本町五丁目194

東・本町2丁目74,76-2

東・今熊野椥ノ森町15-1.2.3.4.42

山・安朱中小路町4-2

山・西野山中臣町26-57

山・勧修寺東栗栖野町42勧修小学校

山・東野森野町1-1

山・栗栖野打越町7-10

山・栗栖野狐塚町41-1

山・西野山中臣町72-26.5

山・東野舞台町74-4

山・西野山中臣町44-5

11/16･18･19

5/25～9/21

4/26～7/8

6/17～22

10/22～11/10

1l/19．22

9/9．10

7/9.12.13

5/6.7

8/5～6,12/24

8/9

9/14

9/27

11/29

12/1

5/31

NQ2;-1.3m.-1.45m、近世の流れ堆積層2

(陶器)｡NQ3;-1.6m、流れ堆積層（平瓦)。

-1.5m以下、明褐色砂泥粘質の地山。

N0l6･17･19;-0.75～0.9m、鞘町通の路面．

整地層3～5｡NQ24．25;-0.96m.-1.13m、

近世の正面通路面2（陶器皿)。

調査地南側、-0.36m、時期不明の包含層（土

師器)｡-0.5m以下、灰白色砂泥の地山。調査

地北側、-2.0mまで近代の清水音羽川を埋めた

盛土。

No.7;-1.3m、室町の包含層（土師器皿多量)。

No.6;-1.22m以下、暗灰黄色粘土の地山。

0m、江戸の包含層。-1.3m以下、流れ堆積。

+0.41mで時期不明の柱穴2(土師器)･土擴。

No.1;-0.8m以下､暗灰黄色砂礫の地山｡NQ2

-0.95m、時期不明の土塘。

-0.3m、時期不明の包含層。-0.46m以下、褐

色砂泥の地山。

-0.85m、近世の耕作土。

-0.4mまで耕作土。

-0.4m以下、黄褐色砂泥の地山。

○
０
。
◎

土
土
土
土

盛
盛
盛
盛

代
代
代
代

現
現
現
現

で
で
で
で

ま
ま
ま
ま

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

８
３
５
２

０
０
０
０

－
一
一
一

RT302

RTO64

RTO34

RTO96

RT273

RT303

RT217

RT121

RTO39

RT165

RT172

RT226

RT242

RT309

RT315

RTO74

21-3

21-1

20

20

20

20

20

21-6

21-2

21-2

21-2

21-2

21－2

21-2

21-2

21－2

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

吉祥院竹尻城跡

深草遺跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡.

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

鳥羽離宮跡．

鳥羽遺跡

下鳥羽遺跡

久我殿遺跡

南・吉祥院西ノ内町27

伏・深草町通町19

伏・竹田浄菩提院町82,84,86

伏・中島北ノロ町地先

伏・竹田浄菩堤院町地先

伏．中島前山町123

伏・竹田真幡木町～竹田西樋ノ井町

伏・竹田真幡木町153,154,179

伏・中島御所ノ内町35

伏．中島御所ノ内町35

伏・竹田内畑町53

伏・下鳥羽東芹川町17,18

伏・久我本町～久我御旅町

7/19

11/2.4.5.8.9

4/21

7/15～28

8/31,9/1．2

12/3

5/28,5/31

5/28

9/16

11/29

11/29～12/10

6/11．21

7/7～19

-1.4mまで現代盛土。

N01．2．3

牛士器壷)｡No4

-0.4～0.92m、弥生の流路（弥

-1.1mで弥生の包含層､-1.31

m以下、にぶい褐色粘土の地山。

-0.16mまで現代盛土。

No2;-1.33m、平安後期の包含層（瓦器椀)。

No.6;-1.2m、湿地堆積。

-1.35mまで耕作土。

-0.9m、江戸の包含層（陶器、胞衣壷)。

巡回時、工事終了。

-0.87m以下、湿地状堆積。

-1.07m、池状堆積。

-0.55mまで現代盛土。

Nol;-0.85m、平安の包含層（土師器)｡-1．2

m以下、褐色砂礫の地山。NQ2;-0.75m以下、

茶褐色砂礫の地山。NQ3;-0.7m、平安後期の

落込（瓦、土師器、須恵器)。

-1.2mで灰褐色砂泥を検出。

Nol;-0.4m、時期不明の路面。No2～4；-

0.75m以下、湿地堆積。NQ6;-0.95m、中世

の包含層（焼締陶器)。-1.25m、流れ堆積層。

TB136

TB284

TBO31

TB128

TB203

TB319

TBO70

TBO71

TB231

TB308

TB312

TBO97

TB118

19-3

23-5

22

22

22

22

22

22

22

22

22

22

26-2



伏見・醍醐地区(FD)

遺跡名

深草寺跡・寺本城跡

醍醐廃寺跡

小栗栖遺跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡．

黄金塚古墳l号墳

伏見城跡．

金森出雲遺跡

所在地

伏・深草西出町6-3.4

伏・醍醐西大路町地内

伏・小栗栖石川町他地内

伏・桃山町鍋島18-1地先

伏・片原町286-1.2

伏・両替町十一丁目250,251

伏・魚屋町566,564-1

伏・東組町681

伏・桃山最上町～桃山井伊掃部東町他地

内(国道24号線西側及び東側歩道）

伏・桃山町伊庭12桃山東小学校

伏・大亀谷万帖敷町地先

伏・両替町四丁目314

伏・新町五丁目507,508

伏・桃山町遠山地先

伏・桃山羽柴長吉中町46-1.37

長岡京地区(NG)

遺跡名

左京北辺四坊一町．

大薮遺跡

左京一条三坊十四町

左京二条四坊一町．

東土川遺跡

左京三条四坊十三町

左京五条三坊十一町

左京五条四坊十六町．

長 黒 遺跡

左京七条三坊十三町

右京一条四坊三町．

上里遺跡

所在地

南・久世大藪町330

南・久世東土川町252の一部

南・久世東土川町367-1

伏・久我森の宮町地先

伏・羽束師菱川町221他

伏・羽束師志水町185-1,186-1

伏・淀樋爪町386,387

西・大原野石見町～大原野上里南ノ町地

内

調査日

10/5.6.18～21

6/8．9

9/16～28

4/6．12

4/14

5/24～8/18

6/21～24

6/21.22

7/1～8/18

7/27.28,8/3．9

9/17～11/2

9/16.17.20

12/10･13～14

6/22～8/26

7/7～9

調査日

5/12

9/10

4/5～7.12.16

11/1～18

11/11

8/9

8/6.9

10/26～11/19

－65－

調査概要

NO1;+1.14m以下、にぶい黄褐色微砂の地山。

N02．6 ＋1.41m、室町の土擴（土師器皿)。

NO7;+0.48m、江戸の包含層。

-0.8m以下、黄榿色粘土の地山。

-0.3m以下、灰白色微砂の地山。-1.05m、灰

色砂泥の火山灰。

-1.4mまで現代盛土。

-0.7mまで現代盛土。

-1.11m以下、明赤褐色砂泥の地山。

Nol;-0.79m･-1.11m、江戸の包含層2(陶

器椀・皿・盤、瓦)｡No2;-0.34m.-0.4m、

整地層2,-0.61m以下、黄褐色粗砂の地山。

-0.41mで褐色砂泥を検出。

-0.45mで時期不明の路面。-0.55mで時期不明

の溝。-0.8m以下、明黄褐色砂礫の地山。

-1.8mまで現代盛土。

-0.5～1.1m以下、黄褐色系の地山。

-0.72m以下、にぶい榿色細砂の地山。

NO1;-1.71m、近世の包含層。NO2;-2.11m、

にぶい黄褐色粘土の地山。

NO2;-0.6m以下、灰白色粗砂の地山。-0．97

m、燈色粘土の火山灰。NO3～8 -0.25～0．39

m、細砂・粗砂の地山。NQ12～26;-0．2～0.6

m、粗砂・粘土の地山。

No.1;-2.97mで包含層(土師器､布目瓦)｡-3.11

m以下、明褐色粘土の地山。No2;-0.65m、

近世の土壌。

調査概要

巡回時、工事終了

-0.55mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

NO6;-0.95m、時期不明の包含層（須恵器)。

-0.95m、耕作土。

-1.0mまで現代盛土。

-0.3m、近世の包含層（陶器鉢)｡-0.34m以下、

砂礫層。

-0.6m、耕作土。NQ7 -0.83m、時期不明の

道路の整地層。

調査NC

FD253

FDO78

FD232

FDOO7

FDO19

FDO65

FDO99

FD100

FD112

FD147

FD229

FD230

FD333

FDlO3

FD119

調査NQ

NGO51

NG219

NGOO6

NG282

NG287

NG171

NG168

NG275

図版

23-3

23-2

23-4

24

24

24

24

24

24

25

25

24

24

25

24

図版

27-2

28

28

28

28

28

26-4

27-1



III1997年度

長岡京地区(NG)

－66－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

左京六条四坊．

久我東町遺跡

右京北辺四坊四町．

上里城跡

右京一条四坊十四町

伏・羽束師古川町地先～淀大下津町地先

西・大原野上里南ノ町

西・大原野石見町

'97/1/6～

'99/12/8

'98/2/23～

'99/12/8

'97/4/28～

'99/12/8

No3;-3.6m、鎌倉の溝状遺構（土師器皿、瓦

器椀)。底部で同時期の土擴とピット。No5；－

3．6m、江戸の河川。NQ6;No5の河川の延長

部を確認。杭列が残存。NQ7；-4.55m以下、

平安～中世の流れ堆積層（土器)｡NQ8 羽束

師橋、-3.8m以下、鎌倉の流れ堆積層（土器)。

本文41ページ。

NQ1;-0.23m、時期不明の土猫。NO13;-0.8

m、室町の落込。NQ16;-0.35m、古墳の包含

層（土師器・須恵器)｡NO15;-0.49m、古墳の

包含層（土師器喪)｡NQ19;-0.25m、､中世の包

含層(陶器橘鉢)｡NQ22;-0.06m､路面6｡-0.32

m、時期不明の南北の溝状遺構。NQ29;-0．2～

0.3m、時期不明の土塘2、落込1

NQ1 -1.6m以下、褐色砂の地山。NQ2 -0.5

m以下、暗褐色砂礫の地山。NO3;-2.3m以下、

灰黄褐色砂礫の地山。NQ4 -0.2m、時期不明

の路面。-0.3m、時期不明の包含層(土師器皿)。

-0.95m以下、にぶい黄褐色砂泥の地山。NO5

-0.62m以下、黄褐色砂泥粘質の地山。

97NG384

97NG462

97NGO48

４
１
１

●

６
３
７
７

２
２
２
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所収遺跡名 所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東緯 調査期間
調査面積

m2

調査原因

あん鮎うあと

安京跡
9』うほ<へんしぽう

京北辺四坊、
じ&うさんぽう。しぼう

条三坊・四坊

弛
平
さ
左
竺

へいあん鮎うあと

平安京跡
さ鋤うしじよう

左京四条
にぽう”う靴う

こ坊九町

へいあん鮎うあと

平安京跡
さ鮎うろく唾う

左京六条
さんぼうはっちよう

三坊八町

へいあん8ようあと

平安京跡
う§ようどじょう

右京五条
いちぽうろく5よう

一坊六町

きょうとふ帥うとしかみぬうぐ

京都府京都市上京区
きょうとぎょえん

京都御苑

靴うとふ帥うとしなか庇うぐ

京都府京都市中京区
ろっかくピうり鱸抑こうじにしいる

六角通油小路西入
えちご鮎う

越後町

鮎うとふ恥うとししも鯰うぐ

京都府京都市下京区
しんまちピうりまつばらさがるし9うとく

新町通松原下る修徳
こうえん

公園

艶うとふ8Jうとしなか鹿うぐ

京都府京都市中京区
みぷまつばら靴う

壬生松原町

26100

26100

26100

26100

35度1分13秒

35度0分15秒

34度59分40秒

34度59分51秒

135度45分52秒

一一一一ー－－一一一一一一一一一一

135度45分18秒

ー一一一一一一一一一ー一一一一一ー

135度45分36秒

一一一一一一一一．■■ーq■■ーーーーー＝

135度44分37秒

1999.1.26～

8．24

一一一一一一一一一一一一一一一■■■q■■

1999.5.26～

6．3

一一一一一一一一一一一一一一一一q■■

1999.8.18～

8．21

Ⅱ■■■■■q■■ーーq■■ーー一一一q■■ーーーq■■ー

1999．5．10～

5．20

上水道布設．

電気配線．

下水道工事

集合住宅

一一一ーーーーー一一一－一一一q■■q■■

防火水槽

■－q■■－q■■－q■■一q■■。■■け一一一一ーー－4

集合住宅

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京跡

左京北辺四坊、

一条三坊・四坊

都城 江戸 石組み溝 土器類

平安京跡

左京四条

二坊九町

都城 江戸 池 土器類・漆器類

平安京跡

左京六条

三坊八町

都城 鎌倉～江戸 溝・井戸 土器類

平安京跡

右京五条

一坊六町

都城 平安 池状堆積 土器類・木簡



ふりがな

書名

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

所在地

発行機関

所在地

発行年月日

所収遺跡名

へいあん鮎うあとう＠よう

平安京跡右京
ななじようにぽう・にい､ちあと

七条二坊･西市跡
ころ6だ靴ういせさ

衣田町遺跡

すじやくおおじ。ほか

朱雀大路・他

しよくぶつえんきたいせさ

植物園北遺跡

きたのいせき

北野遺跡

所収遺跡名

朱雀大路・他

植物園北遺跡

北野遺跡

きようとしないいせきたちあいちようさがいほう

京都市内遺跡立会調査概報平成11年度

加納敬二、近藤章子、菅田薫、長戸満男、西村洋子、平尾政幸、吉本健吾、モンペティ恭代、竜子正彦

肋京都市埋蔵文化財研究所

〒602-8435京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1TELO75-415-O521

京都市文化市民局

〒604-0925京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488TELO75-222-3108

西暦2000年3月31日

所在地

@ようとふ9』うとししもぬう<

京都府京都市下京区
にししちいうにしいしがつぼらよう

西七条西石ヶ坪町．

他

趣うとふ83うとしなか鰯うぐ

京都府京都市中京区
にしの鋤う“<し帥う

西ノ京職司町・他

#ようとふ帥うとしきたくかみ

京都府京都市北区上
がもいわがかきうち鋤う

賀茂岩ヶ垣内町

鮎うとふ靴うとしかみぬうぐ

京都府京都市上京区
いちU』う恥りおんまえにしいるにしまち

一条通御前西入西町

コード

市町村 遺跡番号

26100

26100

26100

26100

北緯 東緯

34度59分17秒 135度44分20秒

一一一一一一一一一一一一－一一一ー

35度0分29秒 135度44分45秒

一一一一一一■■■d■■q■■q■■q■■ーq■■一一■■■■■

35度2分58秒 135度46分11秒

ｰーー一一一一一一一一－－－－－－

35度1分26秒 135度44分9秒

調査期間

1999.1.26～

3．2

■■一一一q■■。■■一一一一一．■■ーd■■一一1■■

1999．2．8～

12．8

一一一一一一一一一－一一一一一■■■1■■

1999.4.14～

4．19

－－－－－－－－－－－－－－－－1■■

1999．7．19～

7．29

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

都城 弥生・平安 竪穴住居・溝 土器類

都城 平安～江戸 溝・路面 土器類

集落 古墳・平安 竪穴住居・溝 土器類

集落 平安～室町 溝・掘立柱建物 土器類

－68－

調査面積
調査原因

m2

公共下水道工

事

■ーq■■Pーーーーーーーーーーーq■■Pーーq

公共下水道工

事・他

■■■■ー■■■q■■ーーーーーーI■■■■■■■■■■■■■■ー

集合住宅

集合住宅

特記事項



－69－

ふりがな きようとしないいせきたちあいちようさがいほう

書 名 京都市内遺跡立会調査概報平成11年度

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 加納敬二、近藤章子、菅田薫、長戸満男、西村洋子、平尾政幸、吉本健吾、モンペティ恭代、竜子正彦

編集機関 ㈱京都市埋蔵文化財研究所

所在地 〒602-8435京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1TELO75-415-O521

発行機関 京都市文化市民局

所在地 〒604-0925京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488TELO75-222-3108

発行年月日 西暦2000年3月31日

所収遺跡名 所在地

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東緯 調査期間
調査面積

m2

調査原因

ふしみじようあと

伏見城跡

ながおか＃ようあと

長岡京跡

さ
嵯
郊
群

がななつつかこふん

峨セツ塚古墳

＠ようとふきようとしふしみ<

京都府京都市伏見区
ももやまち<ぜんだいまち

桃山筑前台町

恥うとふ靴うとしふしみく

京都府京都市伏見区
はずかしふるかわりょう

羽束師古川町・他

趣うとふ趣うと．しうきょう<

京都府京都市右京区
きたさがほらのうち靴う

北嵯峨洞ノ内町・他

26100

26100

26100

34度55分50秒

34度54分31秒

35度1分37秒

135度46分25秒

一一一■■■q■■■■■ーーー■■■ーーーーーーq■■

135度43分7秒

■■■一一一一一一一一一一一■■■■■■ーー■■

135度41分12秒

ー■■■一一一ー一一一一一一一一■■■■■■■■

1999.3.10～

4．28

ー一一ー一一一一一一一一一一一一q■■

1998．1．6～

1999.12.6

■■■■■■■■■■■－■■■■■■■■■一一一一一一一一一

1998.11.24～

1999．2．15

ー■■■■■■■■■一一ーー一一一一一一－－5■■

住宅

口一一■■■■■■一一一一一一一一一一一一ﾛ

河川改修

凸一一一一■■■ー■■■■■■■■■■■■■■■■■■一一一一｡

農業関連道路

整備工事

■■■■q■■■■■ーーー一一一一一一一一一■■■q

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

伏見城跡

長岡 京 跡

嵯峨セツ塚古墳

群

城郭

都城

古墳

桃山～江戸

鎌倉～江戸

古墳・平安

石垣 ’瓦類
溝・河川 土器類

土擴・溝 土器類

■■■■■一一一一一一一一一ー一一一q■■■■■■■■ーーq■■ー一一ー一一一q■■■一一ーーー

＝Ip一㎡一一b一一一一q■■一－一一一一一一一ロ■■ーq■■q■■ーーq■■P一ー一一一q■■q■■

■■一一■､｡三一一.■■ーーq■■P一一一一一一一一■■■q■■q■■ーq■■q■■ーー一一一
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凡例

1997年度立会調査地点

1998年度立会調査地点

1999年度立会調査地点
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